ンー SS5 な が の 
は じ め に 


「 童 貞 を 殺す 服 ]」 と は 、 あ る 一 枚 の ファ ッ シ ョ ン 
モデ ル の 画像 と と も に 投稿 され 、 そ の キャ ッ チ ー 
な 語感 と 男性 を 強く 惹き つけ る 服装 に よっ て 瞬く 
間 に 拡散 し 、 ネ ッ ト を 中 心 に 話題 と な っ て 知名 度 
を 得 た 、 女 性 の ある 種 の 服装 を 指す ワー ド で す 。 


今 で は さま ざま な 意味 を 持つ て 広がっ て いま す 
が 、 本書 で は 、「 一 見 し て 構造 を 把握 し づら い デ 
ザイ ン 」「 清 半 な が ら も カラ ダ の ライ ン を 強調 し 
魅力 的 に 見 せる 形状 ]」 か ら 、 女 性 経験 の 少な い ピ ュ 
ア な 男性 の 脅威 に な る 肥 装 、 と 定義 し まし た 。 


そし て 独自 の 研究 を 重ね 、 最 も それ を 体現 する で 
あろ う 「 ブ ラウ ス x スカ ー ト 」 「 ワ ン ピ ー ス 」 に 
つい て 、 そ の 描き 方 を 高密 度 で レク チャ ー し て い 
ます 。「 童 貞 を 殺す 服 」 の 定義 は 人 それ ぞ れ 異な 
る か も し れ ま せん が 、 本 書 が 皆さん の イラ スト 制 
作 や 実生 活 の お 役に立て る こと を 願い ます 。 


キミ も 、 可 憐 な 女の子 に "最強 "に か わい い 一 着 
を 着せ て みよ う ! 
和 。 ピ 記 | 
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3 徹 隊 性 … カ ジュ アル 度 苑 力 … 可 愛さ 知力 クー ル さ 


ューー ニ ーー ューー 


ジッ ク な 


デー ト の 待ち 合わ せ 、 落 ち 合っ て 真正 面 か ら 見 据え る 構図 
カバ ー に 使う こと を 想定 し て 服 を 見 せつ つ 、 女 の 子 の 目 を まっ 


すぐ カメ ラ に 向け る 。 小 首 を 傾げ る こと で 動き を 付け る 。 


ワイ ン レ ッ ド を 基調 
に 色 を 置く 。 色 数 を 多 
くす る と シッ ク な 究 囲 
気 が 月 れる の で 注意 。 


と まとまり が 出る 


スカ ー ト が 風 に あお られ た 表現 。 影 付け の 段階 で は 線画 通り だ が 、 風 の 侵入 角度 を 変更 し 、 沈 み 込 
ん だ 印象 を 取り 除く 。 さら に コン トラ スト を 強め 、 ウ エス ト の 細 み や は た めい て で きた 谷 を 強調 する 。 


0 


比 ろか ら 前 方 地面 の 方 に 向かう 風 
を 、 画面 か ら 狼 め の 進入 角度 に し 
両 商 の ハイ ライ ト を 強 め ず ぎ た の で 、 や や 福 が 自然 に 舞い 上 が っ て いる 形状 に 
ほけ た 印象 に な る 。 こち ら も 叉 や 布 本 来 の 
色合い に 凍 共 し て くっ きり と 見 せる 


ーーー な あり 


物理 的 に さえ ぎら れ て 見 えな い 部 分 に 肌色 の 光 を 入れ 、 裾 が 上 下 
し て 一 瞬 残 っ た 脚 の シル エッ ト を 作る 。 実際 に は 影 に な っ て 沈 お 脚 
が 強調 され 、 足 元 が 明る く な る 。 


諾 の 半分 いか な いく らい の 長 さ 。 見 えて 
いる 脚 の 脱 の 印象 も 5 抑え られ 、 郊 の 細 さ 
や スカ ー ト の 内 開 の 麻 力 を 互 め る 
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No.02 


甘口 り 系 変形 ディ アン ドル 編 


甘口 リ 系 と いえ ば 白 と ビン ク 。 カ ジュ アル か ら ギ リ ギ リ 外 れ な い 甘 さ で 「 重 貞 を 殺す 」 に は どん な バラ ンス で 要 
素 を 詰め れ ば い VY の か が 騙 回 の 作例 が らち 解説 や で い ぐ 


所 下書き & 線画 


こち ら も 待ち 合わ せ の イメ ー ジ 。 先 に 着い て 待つ の が 好き な 印 オー バー スカ ー 
象 を 与え る 柔らか い 微笑 み と 手 の 振り 方 が が イン ト 。 デ ィ ア ンド ト だ け を ビン ク に 
ル の エブロ ン に 相当 する 部 分 が オー バー スカ ー ト 状 に な っ て いる 。 すれ ば 、 白 4 : ビ 


ンク 6 と ちょ うど 
いい 配色 バラ ンス し 
NR に な る 。 
アッ ダー の ティ アー 
ドス カー ト に も ほ の 
N に ピン ク を がけ 
を て 、 甘み を ブラス 
| 
T い 
『 パ 
/ 
記 テク スチ ャ 素材 で ワン ボ ポイ ント 
花 柄 で ファ ン シ ー / 
な イメ ー ジ に 。 フ リ 
ル な ど で シ ル エ ッ ト 
が か さば る と "重く" 
な る の で 注意 。 


ス の 補 、 前 立て ( ボ 
け で 装 師 


リポ ボン と フリ ル に 負け な いよ 
タン で 留め る 、 和 頃 が 陳 な っ た 部 分 ) に レー 
き レ ー ス 系 材 の 使い 方 は P.54 へ 


本 型 ハ ンド バッ グ に も 、 洋 画 の 表 無 の よう な 条 の 要 欄 を 貼り 付け る 
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ブラ ウス は ク | あと で 調整 する 
真っ白 で は な こと を 考慮 し て 、 
く 、 ス カー ト 濃い 目 の 影 を な 入れ 
か ら の 光 の 反 る 。 生 地 に 厚み が 
射 な ど を 邦 慮 ある の と 、 ウ エス 
し て 若干 赤 に ト に 締め 付け の カ 
寄せ る 。 が か か っ て いる の 
で 、 力 の 流れ や 強 
さ を 考 慮 し て シワ 

を 走ら せる 。 


プラ ウス の シワ は 」 
くっ きり と し た ラ 
イン と 徐々 に 暗く 
する 乗ら か い ライ 
ン を 硬い 分 ける 


ボタン ドカ フス (P.19) 
は 其 っ た デザ イン の ポ 
タン を 使う の で 、 少 し 
且 立 つよ うに 描き 込む 


ティ アー ドス カー ト の 
ギャ ザー ( 布 で 作っ た 
ひだ の こと ) の 谷 に も 
影 を 入れ る が か 、 こ ちら 
陣 元 が 中 く な ら な いよ うに 、 色 の 末 流 を 革 調 は 画面 外 か つ 後ろ に 鍵 
に グラ デー ショ ン で 影 を 作る 。 輝い 名 の ほう が ある の で 報 め の 下さ 
が 膨 に 見 え や すく 、 夢 や か さ が 失 われ に くい に と ど め る 


Tb 軸 に も 革 素 材 の よう な 
温 淡 を 入れ 、 質感 を 出す 。 
この と さ 、 机 面 に 向け ら 


。 れる 読者 の 視線 を 女の子 
| の 上 半身 に 集中 させ る た 
め に 、 き ら び や か な も の 

| に せ ず 同系 色 の 影 の よう 

な 色合い に 収め る 。 
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ゴス ロリ 系 フル 装備 編 


黒 が 大 部 分 を 締め る ゴス ロリ 系 を 、 女 の 子 の 可愛 さ ・ 華 や か さ に 当て は め る に は どう いう 方 向 性 で 進め れ ば いい 
の か が 。 そ の 一 例 を で こ か ら 解 説 し で い ぐ 


色 置 き 二 肌 、 髪 、 目 塗り 込み 


デー ト の 途中 、 女 の 子 が 転ん で し まっ た シー ン 。 ラ フ 色 を 置い た あと 、 先 に 目 
の 時 点 で ほぼ 完成 に 近い イメ ー と 肌 、 髪 を 塗る 。 黒 い 布 
地 は 影 を 付け る こと を 考 
慮 し て 、 彩 度 を 抑え た 紫 
を 選択 。 髪 の 色合い や 目 
の 色 も 統一 し て いる の で 、 
\3 全体 が まとまり や すい 。 


コル セッ ト と オー バー ニー 
ソック ス は 同じ RGB 価 


部 分 が は っ きり する 


K 塗り 方 を 統一 し て ブラ ンド 感 を 出す 


「 重 貞 を 殺す 服 」 と 呼ば れる よう な 上 服装 は 、 全 身 を 使っ た 世界 観 の 表現 を 意識 し て いる 傾向 が ある の で 、 布 の 材質 や 形状 まで 
こだわ り 抜か れ て いる 。 今 回 で あれ ば ケー ブ プ と オー バー スカ ー ト 、 テ ィ ア ー ド ジャ ン パ ー ス カー ト 、 ブ チバ ハッ ト ま で 同じ 布 を 
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プチ ハッ ト に 便 3 に は 朋 の 生地 だ と 秒 ら か 多 
すぎ る の で は 、 と 考え る か も し れ な いかが 、 

條 子 に も 表地 と 記 地 が ある 。 琶 地 に 痢 度 の ーーーーーーーー、 

ある 布 を 使っ て 熱処理 を 加え る な ど 、 形状 

を 保持 する 方 法 は いく ら で も ある の だ 


る 方 向 や 量 に 変化 が ある 
力 と 風 の 力 が 、 ス カー ト に は 地面 
た 陣 の 重力 と 圧 紙 ジワ が 形成 され て いる 
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ブラ ウス 、 フ 


高い ブラ ンド だ と ブラ ウス が シル ク 製 の 場合 も わる 。 シル ク と いえ 
ば 白 練 と いう 色 の 名 前 に も な る 通り 、 薄く 黄色 が か っ て いる (変色 し 
た 黄 変 で は な い )。 光沢 も わる の で 、 色 を 濃く し て 影 を 表現 する 。 


いい に 4 


N 
の や 
[ 


の "| 


特に 市 が 曲がっ て いた り シ ワ が 
色 の 青紫 系 を 入れ る と より つや や ) 


ゴス ロリ 系 に は 金属 部 中 も 使わ れる 。 あ 

くま で ワン ポイ ント な の で 、 反 射 を きつ 

| くし た りす る と そちら に 目 が 集中 し て し ま 

ノ う 。 措 き 込み は 手 を 抜か ず 、 質 感 を 出す だ 
け に と ど め る 。 

天 調 の 色 の 周り に 選 い 影 を 配置 し て 、 
その 上 に スク リー ン や 発光 レイ ヤー 
で 光沢 を 入れ る 」 貼ら の 布 を 
反射 し た 光 で ぼかす 。 ど の 競 
強め る と か な り 主 幸 す る の で 


ハン ド バ ッ グ の フリ ル の 色 
が 違う の も 、 キ ャ ラ に 目 が 
行く よう に する た め 。 画面 
敵 に 夫 色 を 配 し て 、 一 衣 に 
温度 差 を 作っ て いる 


バフ スリ ー プ の シー ス 
ルー プラ ウス に 見 せ キャ 
ミソ ー ル を 組み 合わ せ 、/ 革 | 


No.04 


層 色 置 き ー 身 体 


畜 の 子 が 気 に な っ て いた カフ ェ に 連れ て 来 られ る 、 と いう シ シー スル ー 生 地 」 
チュ エー ショ ン 。 ほ と ん ど 完 成 の 構図 が 見 えて お り 、 目 指す 方 と な る ブラ ウス は 
向 性 が 決ま っ て いる こと が 燃え る 。 線 面 も ほぼ その まま だ 。 不透明 度 を 7596 

前 後に 落と し 、 ほ 
ん の り 透 け て いる 
状態 に と ど め る 。 


スカ ー ト の 福 に ある レー ス . 祭 で 表現 し た シワ の 財団 に は 世 が 
部 分 に も 影 存外 胡 する が 、 で き て いる 。 い 脱 と 導い 昧 、 さ ら に 
研 の 分 だ け ズ レ る 東 ら が い ハ イラ イト で 灯 急 を 付け る 


1 
PO4 と 同じ く 、 肢 に 残 
光 を 入れ る 。 生 足 の ま び 
し さ が 攻 撃 カ を 高め る 


1 
ポシェット に スカ ー 
ト か ら 反 航 し た が 
当たっ て 凌 が か る 。| 
計 で 沈み に くく 。 主 | 
の 字 が 李 い て いる よ 
うな 印象 に も な る の 
で 9 的 


振り 向き ざま の 
動 琴 で ペン ダン ト 
が 束ね て いる の で 
臣 の 入る 位 半 が 臣 
に 堆 陽 し で いる 


柄 は リア ル な も の 
で は な く デ ザイ ン 0 的 
な も の 。 コピ ー し て 
スカ ー ト の 形状 に 合 
わせ て 等 問 合 に 沿 ら 
し , 1 つ ずつ 向き と 
箇 率 を 語 明 す る 


調 束 レ イヤ ー の 色 
揚 " 曳 度 で イエ ロー 
に 近づけ . より 明 
る い 条 度 に 束 


童貞 を 末 す 服 の 定番 の 1 つ 、 胸 
購 き ジャ ン パ ー ス カー ト 。 胸 を 強 
再 し て いる 分 到 軸 力 が 若干 高 く 、 
敏 性 は 低い も の の 狼 六 次 第 で 馬 
力 と 知力 を バラ ンス よく 向上 させ 
る こと が で きる 。 導 作 力も 高い の 
で 、 対 多 す る 際 は 全 二 を 要する 。 


色 置き 


デー ト か ら 彼 氏 の 部 屋 に 戻り 、 疲 れ た 女の子 が ベッド に 直行 し て 寝転がっ た シ 最初 の 段階 で 全体 の 雰 囲 守 を 把握 す 
チュ エー ショ ン 。 当初 は デー ト 中 の 寝具 売り 場 の 場面 を 想定 し て いた が 、 画 面 を る べく 、 色 置き に 加え 仕上 が り を 想定 
すっ きり させ る こと と 自然 な 状況 設定 の 伝え や すさ を 重視 し て 線画 の 段階 で 変更 。 し て 色 に 変化 を 付け る 。 


無理 な 力 が か か っ て いる よう に 見 え 肘 の 位置 を 胴 と ベッ ド の 高低 差 に 無 本 作 は 厚 塗り の 手法 で 描い て いる の 
る の で 修正 。 元 の 腕 を 消し た あと 、 自 理 が な い 位置 へ 。 前 脱 は カメ ラ に 対し で 、 腕 を 消し た 部 分 の 塗り 直し は 別 レ 
然 な 位置 に ラフ で 描き 込む 。 奥行 を 持っ て いる 。 イヤ ー か ら 上 書き する 。 


め マ 


寝転がっ て いる 場合 は 身体 の 真 上 また は 縦 め 上 か ら 光 が 降っ て いる 。 落ち て きた 光 は シー 
ツ で 拡散 し 、 身 体 の 左右 に 反射 光 に よる ハイ ライ ト が 入る 。 こ れ が 環境 光 だ 。 こ の 現象 は 屋 
内 、 屋 外 問 わ ず 発 生 し 、 床や 璧 以外 に 服 や 小物 か ら 生 じ る 反射 光 も 環境 光 と 同じ 原理 で ある 。 


番 抽 品 は 食 の ある も の 
と な いも の が ある 。 捉 
の な いも の で も 使い 込 
ん で いけ ば 醒 が 出 て く 
る が 、 物 な ど は 折れ る 
と が あ 寺 りな い の で 
が 出 に くい 。 草 の コ 
ルセット や ベル ト も 周 
じ な の で 、 摩 問 に さら 
され や すい も の ・ 部 分 
は 舞 を 忘 れ な いよ うに 


小さ な 低 員 の 形状 を 林 や 記号 化す 


る だ け で . 高 組 馬 が 出る 。 シ ンプ ブル 
な デザ イン ほど 細部 に こだわ り た い 


第 | 章 


Lesson01 


童貞 の 電 が 詰まっ た プラ ウス 


ブラ ウス と は 本 来 男 性 の 衣服 で あっ た 。 それ を 女性 が 着る こと で 旋 強 さ を 得 て 、- 守 備 力 の 高い 雰囲気 に 結び つぐ 
も の と 束 わ れる まま ず は 「 硬 真 を 殺す ず 服 ] に 代表 され る プラ ウス の 種類 ど 構造 が ち 把握 ま ラ 


寿 特殊 な ブラ ウス 一 覧 :-woagn 


中 ク ラ シ カ ル ブ ラ ウ ス 忠 ヴィ クト リア ブラ ウス 

フリ ル や プリ ー ヴィ クト リア ン 
ツ を 多用 し た 「 ク レー ス を 装飾 に 使 
ラ シ カ ル な 見 た 用 し た 、 華美 な ブ 
目 」 の ブラ ウス 。 ラウ ス 。 レース の 
近世 ヨー ロッ 風 美 し さ を 損なわ な 
の ブラ ウス を 総称 いた め に 背面 ポタ 
する 意味 も ある 。 ン の 場合 も ある 。 


の 1 
の N 
ャ ー ブ 2 
中 フリ ル ブ ラ ウ ス 四 八 ビッ トシ ャ ツ 貴 キ ャ バリ アブ ラウ ス 

フリ ル で 装 師 され た ブラ ウス 。 肩 に 乗馬 用 に 使用 し た シャ ツ ( ブ ラウ ス )。 近世 共 士 階級 の 者 が 着用 し た 服 を 、 
フリ ル を 使用 し た カジ ュ ア ル な も の も ジャ ケッ ト の ネッ クラ イン か 5 ら 装飾 が 現代 的 に アレ ンジ し た 授 。 装 節 は レー 
指 せ 場合 が ある 。 見 える よう 考慮 され て いる 。 ス や プリ ー ツ な ど シ ンプ ル 。 
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還 ラ ウン ドカ ラー 
その 名 の 通り 、 先 

を 丸く し た 福 。 女性 
らし さや エレ ガン ト 
で を 強 調 する 場合 に 
使わ れる 。 


量 ス タン ドカ ラー 

折り 返し た 部 分 の な 
い 、 立 っ て いる 補 を 総 
務 す る 。 原 型 は 中 世 か 
5 存在 する 。 


と つう 

2 で へ 、 中 ジャ ボカ ラー 

〆 ジャ ボ と は 補 の 間 

送 か ら 首 元 を 隠し て い 

4 る ひだ 状 の 装飾 の こ 

( 1 と 。 現 在 の ネクタイ 
T V に 相当 する 。 


で Ss。 還 チ ンカ ラー 


] チン ( 額 ) を 覆う ほ 


|  // ど 商 い 科 。 レー ス で 
席 し た も の も あり 、 防 
| | 1 守 性 能 の 他 、 首 を 細く 
UM | ) 見 せる 効果 も ある 。 に 
ゝ 
中 べ ペ ザン トス リー ブ / ンス で 
西欧 の 伝統 的 ] 
な 農民 ( ペ ザン / 1 
ト ) の 服 に 由来 


長 さ 以 外 は バフ 、 N 
( | バル ー ン と 製法 
// / | は あま り 変わ ら 
党 \ 』 な い 
\ 7 / / 
` / \ ヽ 2 
! \ ーー プ マン 
還 エ ンジ ェ ルス リー ブ 中 バ ルー ンス リー ブ L/ 4 
ギャ ザー (ひだ ) を 作り 、 広 が る よ パフスリーブ の 一 種 で 、 通 常 より た っ ] 
うに 作ら れ た 袖 。 絵画 の 天使 の 衣服 に 応 り と 布 を 使用 し 、 風 名 の よう に 彫 ら 
見 られ た 形状 を 由来 と し て いる 。 ませ た 形状 の 袖 。 ニニ ーー 


1 


ノ 


ん / 角 を 丸く し た 袖口 。 ラ 


ポタ ン を 並べ る よう に 配 
グ 置 し て 閑 念 し た 袖口 。 ポタ 
ン も 導 っ た も の が ある 。 


ウン ドカ ラー と 同様 、 柔 


忠 ラ ウン ドカ フス ディ ) 中 ボタ ンド カフ ス 
ら か い 印 象 を 与え る 。 じ ) 


の 
/ 


ーー ee 2 中 ラッ フル カフ ス 
2 %、 / 


ポタ ン で は な く リ ポン と 2 | ギャ ザー で 作っ た 装 秘 
で 絞る 袖口 。 リボ ン を 装 WW || を 谷 し た 袖口 の 総和 


分 に 使っ た も の は 区 2 
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凶 
人 
せ 
間 
[」 
き 
重 


況 II 


ビー: 


(ツーINN) 召 届 訂 極 基 


上 局 ブラ ウス の 構造 


ブラ ウス は 複数 の バー ツ を 組み 合わ せ て 作ら れ て いる 。 吾 部 の 名 称 と 、 
主 に 服 選び の 際 に よく 使わ れる 寸法 を 測る 部 分 を 一 部 解説 する 。 


」 加 シャ ツ ス リー ブ 


アー ム ホ ー ル 


ワイ シャ ツ や 学生 

服 に よく 使わ れ 
プ る 、 動き や すさ を 
( N ミ 重 梶 し た 形状 。 補 
し 山 が 会い (短い ) 


着丈 の 
中 タ ド イジ スリ ー プ | ee 
スー ツ や フォ ー マ 


ル な ジャ ケッ ト な 
の ど に 使わ れる 。 袖 
ィ た 山 が 訪 い (長い ) 


1 /| 大 き な 動 き ・ 滑 
し い 動き を 遷 定 
| し て お ら ず 、 平 


常時 の 芽 心 地 を 
重 接 し て いる 


シャ ツア ウト で 使用 する も の は 、 こ の あ 
た り で カッ ト さ れ て いる こと が 多い 


と 全 目 は 画 表 に 入り 、 目 立っ て し ま 
| 3 も の は 攻 に する の かー 
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立体 栽 断 と は 、 身 体 の 凹凸 に 合わ せ て 布 を 裁断 し て バタ ー ン 化 ・ つ な ぎ 合 わせ て 服 を 作る こと 。 対 開 語 は 平面 栽 断 。 
女性 用 の ブラ ウス は 立体 裁断 で ある こと が 多く 、 男 性 と 比較 する と 身体 に 丸み を 帯び 、 凸 凹 し て いる の が その 理由 だ 。 


矢印 の 位置 が 身体 の 凹 呈示 すず 。 
促 和 性 の ある 生地 や カジ ュ アル な 
服 で あれ ば 平面 和 所 で も 問題 な い 
が 、 ブラ ウス に 使わ れる 生地 は 
まり 依 性 が な いた め 、 着 くず れ 


する (くたびれ る ) の が 早く な る 忠男 性 の 身体 


男性 の 身体 は 思 選 が 少な く 、 訪 ば っ て いる こと 
か ら 面 才 断 で 問題 な い 。 た だ し オー ダー メイ 
ド と な る と 、 女 性 同様 か それ 以上 に 細か く 探 
し 身体 に びっ た り 台 わせ る 立体 断行 う 


1 


F 殺さ れ な いた め の メ モ 


「 重 貞 を 殺す 服 」 に 見 られ る ブラ ウス は 立 
体裁 断 で 製作 され て いる こと が 多い 。 メ 
リッ ト は 身体 の ライ ン が すっ きり し て 見 
える 点 、 落 くず れ を 起こ し に くい 点 な ど 。 
デメ リッ ト は 総じて 高価 で ある 点 、 立 体 
感 を 維持 する た め に 洗濯 時 は デリ ケー ト 
に 扱わ な けれ ば な ら な い 点 な ど 。 価 格 が 
万 単位 の も の も ざら に ある の で 、 男 性 諸 
氏 も 大 事 に 扱っ て あげ よう 。 肛 ) 
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ブラ ウス の 描き 方 ポイ ント : 肩 ロ - 袖 


服 を 描く 上 で 切っ て も 切れ な い 関 節 の 動き 。 ま ず は 腕 の バー ツー 部 分 だ け を 切り 取っ て 単純 化し 、 い か に 応用 に つ 
な げ る か の 考え 方 を 紹介 じ で い \ ぐ 


上 袖 の 形状 と 腕 の 動き の 相関 と 考え 


敵 節 の 動き と 布 の シワ の 形成 は 、 て この 原理 と 同じ 。 関節 が 支点 で 動く 先 が 力点 、 肉 
体 に 押し 込ま れ て (同時 に 引っ か か っ て ) 生 じ る シワ が 作用 点 と それ ぞ れ 関 連 付け られ る 。 
これ は 身体 すべ て に 当て は まる こと な の で 、 関 節 の 動く 方 向 と 重力 を 常に 意識 し よう 。 


デー 中 セッ トイ ンス リー ブ 


支点 


平 午 ます る と 肌 と 水平 に な る 
補 な の で 、 腕 を 上 げ る と 下 か 一 
ら 持 され て た る み が で きる 


@⑥ 力 が 作用 する 方 向 
(押さ れる ) / 


前 胸 が 衣 か ら の 布 を 引っ 
張っ た 張力 が 、 手 首 まで 延 
び で 形成 され た シワ 


プ ドキ ん ーー 
ン 《 られ る ) / 
@ カ (引っ 拓 ら 5)/ | 


グン 吾 の 付け 根 は 引っ 
張ら れる の で 、 前 
し 届か ら の シワ が 形 
成 され る 


中 ペ ザン トス リー ブ 
布 の 重 が 多く 、 朋 と の 外 
度 が 低い ( 答 が ある )。 
市 に か か る 重力 が 目立つ 


早 ら ませ た 部 分 は ほとん ど 肌 と 
接 毅 せ ず 形状 化 も 緩やか 


生地 は 区 い も の が 多い 
た め 、 関節 に 生じ る 山 


と 谷 は 深い も の に な る タイ ト な 部 分 は 脚 に ま と わ 


りつ く よ う な 印象 に な る 


ベ ザ ント スリ ー ブ の 
特 役 で ある 、 異 富 な | 
布 が か 生 お シル エッ ト 


名 の 通り 滝 の よ うに 
レラ アー 4 垂れ 下がる 福音 / 

ング だ け で な く 胸 に 対し ルク /| 
て 自由 度 が 高い 
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局 肩 ・ 社 の 動き の 応用 


腕 を 動か せ ば 袖 が 動き 、 袖 が 動く と 付け 根 の 肩 口 も 変形 する 。 引 っ 張り 方 向 と 圧縮 方 向 の シワ を 理解 し た と ころ で 、 腕 
全体 を 動か し た 腔 に どこ が 運動 する の か 、 ど ん な 見 え 方 を する の か を 、 ス タン ダー ド な セッ トイ ンス リー ブ で 見 て いこ う 。 


皇 自 然 体 jaeF ろ し た な &% の 起 腕 を 上 げ る 
状態 は 、 脇 に シワ が 形 ンー 
記さ れず 、 記 に も 線 い 。 語 に ちせ た が 圧 と 
ジワ MM は 生じ な い 。。 訪 さ れ 、 身頃 の 布 も 四 


動 し て 押さ れる の で シ 


乳房 が 布 で つぶさ れる 。 
訪 と 運動 し て バス ト が 
引き 上 げ ら れる の で 、 


バス ト の 頂点 位置 も 
し 記 い 位 置 に な る 
駒の 布 は 人 手 が な いた め 伸 び き 
り 、 各 用 の あたり か ら 引っ 張ら れ 
| 1 る 。 シ ャ ツイ ン し て いる 布 が 引き 
重 手 だ け 前 に 出す 出さ れ 、 読 を 下ろ す と だ ぶっく 
笛 の 内 側 の が 圧 六 され る の = 
で 、 その 上 の 市 を 押し 上 げ る 四 後 ろ に 引く 講 に 圧 柱 さ れ た 布 
形 で シワ を 形成 する が 肩 の 布 を 押し 上 
げ 肩 口 に も 員 に 対 
引っ 振ら れ た 身頃 が し て ね じ れ ジ ワウ が 
引っ 幼 り ジワ を 作 


生じ て いる 
る 。 胸 の 高 さも 引っ 
環 ら れ て 苦 下 が る 


午 に で きる シワ は 
肘 の 内 人 を 中 心 に 、 
外 仙 に 向け て 放 晶 
状 に 形成 され る 


肘 の 外側 に 引っ 張ら れ て 、 
隔 か ら 背中 側 に か け て 佑 
き 込む よう な 力 が か か り 、 
肌 の 外側 支点 に 、 カ 点 と な る 手間 引っ 吾 り ジワ が で きる 

の 内 側 に 向かっ て 癌 め に 線 が 走る 
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陣 剛 プラ ウス の 電 き 方 ポ イン ト : ロー 村 


真横 に 出す 下 斜 め 後ろ に 引く に 


腕 組み 皿 両 腕 で バン ザイ 


に 肩 の シワ は 曲げ シワ だ が 、 肘 内側 に 
INS PE で き て いる シワ は 重力 に よる た る み が 
ル エ ッ ト が 委 化 する 。 前 か RE 
ら の ライ ン が 消 い て いる の で さく 影響 し て い 
は ほ ブ プラ に よる も の 


前 項 「 手 を 結 め る 」 
より 強い 曲げ と 回 転 
の 力 が 加わ っ た シ 
ワ ・ 肘 ( 支 吉 か ら 
手首 (力点) へ の 流 
れ な 意 障 する 


下 照れ る 女の子 


23 「 腕 を 上 げ る 」 と 違い 、 
肘 先 が 身体 の 外 を 向い て い 

「 る た め 、 よ り 直 線 に 近い 引っ : 
張り ジワ が で き て いる 


肩 が 刷り 上 が っ て いる 
が 、 関節 自体 が 動い て 
いる わけ で は な い の で 
シワ は 形成 され な い 


手首 に 回 転 が 加わ っ て いな 
い の で 、 肘 か ら 手首 外 介 に 
か け て まっ すぐ シワ が 走る 
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プラ ウス の 描き 方 ポイ ント : 袖 一 胴 


袖 だ け で 布 が 連動 し て いる こと を 理解 し た と ころ で 、 次 は 胴 の 部 分 。 肩 が 力点 に な りや すく 、 作 用 点 は 広範 囲 に 
ざら に 身体 の 凹凸 加わり 服 の 形状 変化 複雑 だ な る ずつ 説明 で いで づ 


避 バス ト サ イ ズ と ウエ スト の 位置 


見 れ ば 一 目 で お わか りか と 思う が 、 バ スト サイ ズ と ウエ スト 位置 の 組み 合わ せ は シル エッ ト に 明確 な 差 が 出る 。 バス 
ト が 控え め だ と 段差 が 緩やか に 、 豊満 だ と 影 や シシ ワ は 濃淡 が 強く な る 。 つ まり 、 胸 と 胴 は 一 続き に 考え る の が ボイン ト だ 。 


四 ジャ スト ウエ スト (バス ト 控 え め ) 


又 湊 が 控え め な の で 、 
激 い 影 は 入ら な い 


自重 、 ま た は シャ ツ 
イン に よる 投 り シワ 。 
動き が な い 状 態 で も 
シワ は 形成 され る 


ハイ ウエ スト で 縮め る こと 
に より 、 低 い バ スト トッ プ 
で も 胸元 に 張り ジワ が 形成 
され る こと が ある 


こち ら も 強い 影 に は 
な ら ず 、 締 め た シワ 
が 組 か く 入 る 
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om な せ ぜ ハ イ ウ エス ト が 男性 に ウケ る の か 


採寸 位置 的 な 意味 で の 「 ウ エス ト 」 と は 胴 の 一 番 細い 
部 分 だ が 、 衣 服 の バー ツ 的 な 意味 で は スカ ー ト や バン ツ 
の 腰 回 り で 保持 する 部 分 の こと 。 ジャ スト ウエ スト は 腰 
上 で 保持 し 、 ハ イ ウ エス ト は アバ ラー ウエ スト あたり の 
ライ ン で 保持 する 。 

な ぜ ハ イ ウ エス ト が 可愛 く 見 える か と いう と 、 女児 服 
や 幼児 服 ら し い シ ル エ ッ ト で ある か ら だ 。 幼 児 体型 は ウ 
エス ト に くびれ が な いた め に 保持 が 難し く 、 胸 の 下 あ た 


陳 ジャ スト ウエ スト (バス ト た っ ぷり ) 
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体格 以上 に 大 き な バス ト は 
名 骨 周 辺 の 布 が 引っ か か 
り 、 膨 あたり で シワ に な る 


バス ト と ウエ スト の 江差 
が ある 上 、 ジ ャ スト ウエ 
スト 位置 で は お 硬 回 り の 
市 に 奈 拍 が で き て 、 締 め 
る と 強い シワ に な る 


バス ト の 上 下 で 締まっ て 奈 
補 が な く な る た め 、 よ り 強 
調 す る よう な 夫 囲 気 に な る 


いわ ゆる 屯 袋 を 形成 
し や すい 状態 。 バス ト 
下 に シワ が 寄り や す 
く 、 ブラ の 形状 が を 
出る と 袋 状 に 見 える 


り で 保持 する 必要 が ある 。 そ の 究 囲 先 を 持つ た め 、 外 見 
か ら 幼 さ を 感じ る の で ある 。 幼 さ を 感じ る 一 保護 欲 を 刺 
激 さ れる と いう 図式 が 成り 立つ の で 、 ハ イ ウ エス ト は 守 
備 力 が 高い と いえ る 。 

ちな み に ハ イ ウ エス トス カー ト は 昨今 人 気 に な っ た わ 
け で は な い 。 少な く と も ど 0O0 年 代 中 届 に も ブー ム が あ 
り 、 今 は 「 凍 貞 を 殺す 服 ] に 代表 され る ジャ ン ル で も 定 
番 と な っ て 、 恒常 的 な 選択 肢 の 1 つと な っ て いる の だ 。 


1 
1 
: 


プラ ウス の き カポ イン ト : 補 肌 


上 肩 か ら 胴 に か け て の 動き と ウエ スト 位置 の 違い 


用 の 大 き さ と ウエ スト 位置 の 組み 合わ せ に よる シル エッ ト の 違い を 把握 し た と ころ 
で 、 肩 か ら 胴 に か け て の 動き を 見 て みよ う 。 単 純化 する た め 、 前 腕 の 宙 は 省略 し て いる 。 て 


曹 横 に 倒す 


乳房 の 自 宣 に よる シワ 。 の 
大 きい バス ト は 碑 と 乳 ウエ スト 付近 に 奈 ら せ 


MT T 房 の 問 に 空間 が ある た た 布 が 必 を 作る 。 肘 と 


め シワ が 形成 され る 同じ で 、 内 生 を 中 心 に 
Ne 放 時 に 線 が 伸び る 


乳房 で は な く プ ラ の 。 
動き に 追従 し て い (て ー Ne 
る 。 片側 が 下がる と +*/ 症 


人 は あ 和 に T 鈴 NN シャ ツア ウト は 組 


引っ 張ら れる の で 、 


用 NN 方 向 の テン ショ ン 
ER NN パ 。 ペー acuso 


の で 、 横 方 向 の シ 


N) N 欠 NN ワ が 目立つ 


布 に か か っ た 眼 力 が 
分 割 さ れ た 前 身頃 で 


し 、 シワ が で きる 履 と 背中 が 弧 を 描 
いて で きた シワ の 
層 。 上 は 艇 か ら の 
引っ 張り ジワ 


宙 ・ 肩 の 項目 
で 未 隊 し た と き 
と 違い 、 支 貞 は 
ウエ スト 、 力点 
は 肩 先 で で きた 
ひね り ジ ワ 


スカ ー ト と プラ ウス が 
麻 舞 し て 緩く 引っ 張り 
り ーー ジワ が で きる 


四 胸 を 張る 


ジャ スト ウエ スト 
遍 が 上 が っ て いな いた で は バス ト サ イズ 
め 、 バス トト ッ プ 位置 に よっ て 下 民 部 か 
の 節 わ ら ず や や 平たく 5 の 角度 が 変わ る 
つが れ た 印象 に 


支点 が バス トト ッ 
プ . 力点 が 展 租 の 

、 | 痛 中 の シワ 。 回 り 

込 G よ うに る 


中 痛 を 丸め る 


ハイ ウエ スト で 上 胴 が 引き 締 ま 
り 、 痛 中 と 脱 服 が 保持 され て バ 
スト を 刷り 下げ る よう に テン 
ショ ン が か か っ て いる 


肌 回 り に 余 挫 が あ 
る の で 、 そ の 布 が 
た る ん で 居 を 作る 


疑似 乳 袋 が 形成 され た 状 
類 。 男性 の 理 李 の 1 つ 


重力 で 布 が 逃げ る 祭 
地 が ある た め 、 ジ ャ 
スト ウエ スト と 同様 
に 首 回 り に 強い テン 
ショ ン が か か ら な い 


プラ ウス を 着る 


発表 され で いる 漫画 や イラ スト を 見 で て いる と 、 脱 が せる より 着せ る 場面 の 方 が 圧倒 的 に 少な い の で は な い だ 
か 『 脱が せる 前 に まず 着る と ご ろか ら 、 要 点 を 押さ え で いれ ば 脱が せる ジー ジ も 貴 和 感 な ぐ 描 げ る は ず だ 


こ で て 
間 で 違い の な い 動作 

た か が ブラ ウス 、 さ れ ど ブラ ウス 。 男性 諸氏 も 自分 が 着る 姿 を 全身 鏡 で まじ まじ と 
観 穴 す る こと は 少な い だ ろう 。 動 作 に 概ね 違い は な い が 、 改め て 手 順 を 追っ て いこ う 。 


g T 内 側 に 見 える アー ム 

堅 1. 袖 に 腕 を 通す で 下 2. 前 身頃 を ホー ル な どの 捕 造 も 

着 て いる 最 中 は 肘 関 節 と 折れ り 和 め 。 舞 り シワ 

シワ の 位置 が 一 致し な い 。 布 や 身頃 の ライ ン が 見 
える の も 良い 


の 量 が 均一 で は な く 、 重 力 の 
影 必 を 受け る か ら だ 
1 
SS ce 


ング 
AM 
⑩ 


ズー 


/ / 
だ ら り と 算 れ る 反対 V 必 
仙 。 肩幅 、 袖 の 長 
さ 、 身頃 の 長 さ を 考 
軸 し 、 不 自然 に な ら 
な いよ う 注 意 手 要 手順 で アー ム ホー 
ー N ル に 手 、 腕 を 突っ 込む 場 
WI MV 合 も ある 。 体 が 柔らか い 
と で きる 動作 だ 


貴 3. も う 片 方 の 


袖 に 腕 を 通す 
胸 が 入っ て いな い 部 分 、 
手首 の 甲 側 で 袖 の 内 便 か 
9 5 押し て いる の で 、 そ の 

完 は 重力 で 華 れ る 

身頃 を 引っ 環 る 手 で / 

肩 の 位置 も 再生 する 。 

横 で は な く 正 面 方 向 。 | 、 ( 

に も 力 を か け て いる 


スリ ー ブ の 形状 に よっ て 
引っ 張ら れ 方 や シワ に 違 
い が あ る こと も 汚れ ず に 


還 4. ボ タン を 留め る 


常葉 で ある が 、 ポ ボタ 
ン と ボタン ホー ル の | 
位置 は 男女 で 左右 が 
逆 な 貞 に 注意 


し 


ブラ ウス を 芽 な れ て い 


還 5. 袖 の ボタ ン を 留め る 
な い 場 合 、 袖 の ポタ 


に 
NN ン に 目 を や る こと も 。 


「) 表現 に 変化 を 付け よう 


手 の 高 さ が 違 う の で 肘 の 
位置 も 思う 。 細 か い 部 分 
を 見 落と さ な いよ うに 


F 殺さ れ な いた め の メ モ 


ブラ ウス が デリ ケー ト で 高価 だ と いう の は す で 
に Pi ら 1 の メモ で も 述べ た 通り だ が 、 服 は 思っ て 
いる 以上 に スト レス に 弱く 、 破 損 さ せる と 修復 不 『 
可能 な 場合 も わる 。 ポタ ン が 取れ た 程度 で も 鱗 い 


付け る 布地 に ダメ ー ジ が 入る し 、 乱 暴 に 扱う と 最 
悪 ほ つれ た り 破 れる 可能 性 だ っ て ある 。 そ うな れ 


、 重 貞 を さら し て し まう どこ ろ の 失態 で は な く 、 
著しく 心証 を 損なっ て し まう 。 描 く と きも 現実 で 


扱う と きも 、 十 分 に 注意 し て ほし い 。 | 


奏 き 方 は P.48 へ 
容 き 方 は P.53 へ 


奉 き 方 ほ P.71 へ 


』 チ ュー ルス カー ト の 


ょ ハイ ウエ スト スカ ー ト の 


ジャンパー スカ ー ト の 


ステ ー タ ス を 底上げ する アウ ター 


物理 的 に も ステ ー タ ス 備 力 を 高め る アウ ター。 し か し 守備 で な く 、 デ ザイ ン や シル エッ ト で 艇 カ 
や 知力 まで 底 十 げ で きき は "重責 を 殺す ず 服 ] に 親和 性 の 高い アウ ター を 一 部 で 紹介 じ ま ラ 
壁 和 を 
特殊 な アウ ター 一 覧 
還 ケ ー ブ 0 プア し 中 ケ ー ブ コー ト 
肩 か ら 腕 あたり まで を ン ケー プ と ロン グ コ ー ト が 組み 合わ 


カバ パー する 、 袖 の な い ア 
ウタ ー。 角 控 件 は 下がる 
が 、 ガー リー な デザ イン 
に より 魅力 が 高く な る 。 


"で ベ 、 さっ た アウ ター。 角 控 性 は ほぼ ゼロ に 
1 落ち る が 、 将 力 を カン スト で きる 。 


鶴 、 ケ ー ブ 、 コー 


ペ プ に 


ポ ボタン は 一 番 上 だ け 
だ っ た り 握 に フリ ル が 
付い て いた り 、 バリ エー 
ショ ン が 非常 に 四 富 


ファ ー や フリ ル 
で 装飾 され て い 
る こと が 多い 


還 ク ロー ク 
ケー ブ よ り も 丈 
が 長い も の を 指 
す 。 マン ト と 近似 
で あり 、 違 い は 全 
面 を 覆う 部 分 の 形 
状 や 留め 具 の 有無 
な ど 。 


ケー ブ と は 元 の 長 さ 以外 
ー に 違い は な い 。 陸 か ら 征 首 
あたり まで すっ ぽ り 覆う 


中 トッ パー コー ト (ショ ー ト ジャ ケッ ト ) 中 セー ラー ジャ ケッ ト 
通常 の ジャ ケッ ト と 違い 、 丈 が か な り 短 い 。 名 前 通り 、 セ ー ラ ー カ ラー で 装 徹し た 


ハイ ウエ スト スカ ー ト と の 親和 性 が 高い 。 


中 ナ ポレ オン ジャ ケッ ト 

ナポレオン ・ ポ ボナ バル ト が 着用 
し た 軍服 を モチ ー フ に し た ジャ 
ケッ ト 。 元 が 軍服 な の で 、 ス トイ ッ 
ク で ボー イッ シュ な 雰囲気 が 女性 
の 魅力 を 高め て くれ る 。 


袖口 は 前 面 デザ イン 
と 同 際 に 胡 っ て いる 


ジャ ケッ ト 。 学生 服 に も 見 られ る 。 


定番 中 の 定番 
ワン ピー ス な ど 
に も 使わ れる 


ちょ うど ハイ ウエ 
スト の ウエ スト を 
胃 す くら い の 丈 


ボタン + ス トラ ッ 
| 2 才 ゅ 、 MRp が か 
大 き な 特 和 


宰 や 身頃 の 形状 に 既定 は 
な く 、 前 面 の デザ イン を 
琵 し て いれ ば これ に 分 
類 さ れる よう で ある 
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Le n07 


ケー プ 、 ク ロー ク の 描き 方 ポイ ント 


単純 な 構造 と 思わ れる か も し れ な い が 、 実 は 身頃 の よう に 複数 の 布 を 組み 合わ せ て 作ら れる ケー プ & コ ー ト 
あま りな じみ の な い ジ ル エ ツ ド で は ある が 、 力 の か か り 方 を 把握 で いれ ば 何 も 難 じい いで と は な ゆい 


上 構造 と 丈 の 長 さ で 機能 を 把握 する 


羽織 る と いう 点 に お いて は 非常 に 単純 だ が 、 身 体 に フィ ッ ト さ せる と な る と 
いく つか が 注意 点 が ある 。 殺傷 力 の 低い 装備 な の で 、 落 ち 着い て 対処 し よう 。 


皿 構 千 ポタ ン ホー ル 。 リ ポン 貴 ケー ブ (ボタ ン 留 め ) 
留め 、 金具 留め と さま ぐふ ゆ 
ざま な 種類 が ある 4 A 
一 番 下 まで 留め 
る タイ プ 。 風 に 交 | 
い 反 面 、 動 き が 若 /| | ) 
電 さ れる 


肩 の 張り 出し 人 せ 置 に 沿う よう に 、 
前 と 挫 ろ の 布 が 赤い 合わ され て 
いる 。 安価 な も の 、 丈 が も っ と 
短い も の は 、 こ の 限り で は な い 
て ゆけ 、 
N NN 


中 ク ロー ク 


訂 1 \ ダブ ルポ ボタ ン は フェ イ 
元 が 非常 に 長く 、 布 |」 クボ タン で な けれ ば 、 
自体 に 重量 が ある た 生 頃 が 重なっ て この ラ 
め 、 大 以外 に も 身 | イン まで 厚み が 出る 


体 の ライ ン が 入る 


| フル レン グ ス の ロ 
ング スカ ー ト の 福 
川 」 に 届く ほど 長い 


) 

| | 記 ! 
] 、 由 イ NL_J 有 M 
1 し ルル - かー17 
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選 ケー プ ・ ク ロー ク 着 用 時 の 動き 


補 に 腕 を 通し て いる わけ で は な い の で 、 動 き に 対す る 変化 は 単純 思 。 形 ES 
状 と し て は スカ ー ト に 近い の で 、 後述 の スカ ー ト の 意 を 参考 に する の も 良い 。 る . 元 の さよ 
り 短く な りす ぎ 
四 腕 を 上 げ る 皿 振 り 返 る な いよ う 注意 
肩 の 周辺 の 布 が 圧縮 
シワ の 暦 を 作る 


布 が ずれ る 奈 地 が 


ボタ ン で 男 ま っ て 人 な く 授 ば られ な い y デ 
いる 部 分 に テン グ の で 、 扇 先 の 後ろ 

ショ ン が か か り 、 を 支点 に ギャ ザー ^ で Ss 
3 仙 へ 引っ 張ら を 成 する SS 

れる 力 が 集中 し て 

シワ が で きる 


/ 
91 


四 腕 を 曲げ る 中 ボタン を 留め る 


ー、、 村 が 支点 、 ボ タン を 留 
め て いる 位置 が 力点 と 
な っ て 形成 され る シワ 


! 
1 
5 


肌 が 引っ か か り 、 
支 診 に な る 


右 腸 の 布 も 運動 し て 腕 で 押し 上 げ ら る の 肘 の 内 側 へ 巻き 込む よ 
で 、 ポ タン と の 位置 関係 、 押し 上 げ る 量 、 うに 布 が シワ を 作る 
圧 細 され る 布 の 量 の バラ ンス を 奄 肛 す る 
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on08 


ジャ ケッ ト 、 コ ー ト の 描き 方 ポイ ント 


ジャ ケッ ト 、 コ ー ト を 着る の は 男性 も 同じ 。- で は 女性 が 着 で 動く 場合 何 が 違う の か と いう ど 、 立体 裁断 と 布 の 
厚み を 考 歳 する だ け で ある 5 つま り で れ ま で の 応用 に すぎ な い \ 


局 ブラ ウス と の 違い を 理解 する 


ジャ は セッ トイ ンス リー ブ で ある と P.20 で 述べ た が 、 コ ー ト も 同じ 。 厚 み の ある 外 衣 を 着 て 激しい 運 
動 を する こと は 、 状 況 的 に も 想定 され て いな いか ら だ 。 着丈 の 長短 で どの よう な 変化 が ある か を 解説 し て いく 。 
証 腕 を 曲げ る LT] 背 を 曲げ る 頂上 に 生 る シワ も 凍 の 人 
(ショ ー ト ジャ ケッ ト ) (ショ ー ト ジ ヤ ケ ッ ト ) に 深 さ せる こと を 忘れ ず に 
こく 
厚み の ある (= オガ se こ 3 
い ) 生地 な の で 、 夫 が 短く 円 科 形 だ と 強 電 
畑 か い シ ワ で は な 度 を 持つ の で 、 背 の ラ ーー と に 
く 四 層 的 で 大 き な イン より 輝き や すい TN、N 
シワ に な りや すい / ト MM 
/ N\ 
/ 
/ / 
2 車両 手 を へ / / 
か か ら な い ゃ ) 
ペー (ロン ダコ ー ド ) | | 
を 保 と うと する ュー 
の 強い / A グ > 5 - U 民 だ 
の あたり を 選 に 
引っかけ て 保持 。 唱 ひね る (コー ト ) 
脱ぐ (コー ト ) ASS 由 則 で 硬 と 物理 的 に 授 租 し て で き | 
吾 6 一 SNR は る シワ 。 理 地 が いく ら 滑る 素材 で 
で で 2 も 、 ボ ディ ライ ン に は 追 拉 する 


| 
/ | N し 
人 ] | \ 6 ] \ 
| | ン ベ ペッ | 
着丈 の W | レン ーー | 
一 定 な の で 、 極端 W | 6 
に 長く な っ た り 短 。 | 市 に か か る 重力 が ボディ ライ ン で た N 
く な っ た り し な い \ 形 務 し た シ 。 自体 は それ ほど て ue N 
こと に 注意 し ) 上 が っ て いな い の で 、 こ の シワ を 0 
V mm / | 伸ばす ほど 友 力 が 発生 し な い 
こ ブ プリ ル / ご ンプ 邊 Po 
ー ン 1 
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避 ジャ ケッ ト 、 コー ト 着 用 時 の 動き 


動き が 制限 され る の で 、 必 然 的 に 大 き な 動 き を 取り に くい 。 限定 的 な 動 
き の 中 で 、 服 に 大 き な 表情 が 出る も の を 取り 上 げ て みた 。 


還 自分 の 身 を 抱き 締め る 
(ショ ー ト ジャ ケッ ト ) 
1 肩 が 胸 の 中 心 に 向 


ー か っ て 寄る た め 、 強 
い シワ が 発生 する 


ee 


背中 側 の 布 が 引き 
せら れる と 、 掴 が 
グッ と 引き 上 が る 


下 片 服 を 上 げ る 
(ショ ー ト ジャ ケッ ト ) 


向かっ て 左 は 寄り ジワ 、 
右 は 引っ 張り ジワ 。 身 
体 の 動き を 坦 所 すれ ば 、 
布 が どう 動く か わか る 


Y が 
/ 


前 に 出 て いる 脚 が 内 側 か ら 押 
し て で きる シワ 。 麻 の 位 置 は 
も っ と 下 だ が 、 布 の 重 さ と 硬 
さか ら 発 生 する 場所 が 違う 


中 し ゃ が お (コー ト ) 
/ 骨 や 
TS 
スカ ー ト や バニ エ クーN 光 
が ある 分 、 ヒ ッ プ の る 
ライ ンカ 引い  / | MA 
本 茶 の ヒ ッ プ ライ 
ン は も う 少し 内 人 


オー ブン に する と 
攻撃 力 が 増す 。 バ 
スト に 自信 の ある 
キャ ラク ター な ど 
は 芽 方 に 変化 を 付 
ける と 良い 
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且 下 や 右 周 辺 の 布 
が 経 征 剤 の よう に 
語 ま っ て いる の 
で 、 殆 秒 に 膨らん 
だ 形状 に な る 


1 
1 
5 


COLUMN-0 


衣服 に 対す る 男女 の 意識 の 違い 


男 機 能 性 と 装 徹 性 


一 般 議 と し て 、 衣服 に 対し て 男性 は 機能 性 や 
合理 性 を 重視 し 、 女 性 は 装飾 性 や シル エッ ト を 
重視 する 。 現在 流通 し て いる 洋服 は 極限 まで 機 
能 性 を 追求 し た 形態 と いっ て も 過言 で は な く 、 
お そら く 相 当 な 技術 革新 や 製造 技術 が 確立 され 
な い 限 り 、 大 きく 変化 する こと は な いと 思わ れ 
る , も ちろ ん 流行 に よっ て タイ ト に な っ た り 
ルー ズ に な っ た り て 微妙 な 変化 は ある が 、 そ れ 
も も う 数 年 単位 で 繰り 返し て いる こと だ 。 

幾 能 性 を 追求 し た 服 が 葬 に 並ぶ 中 で 、 女 性 の 
衣服 は 男性 か ら 見 る と いさ さか 寄 異 な も の も 存 
在 す る 。 右 図 の よう な 肩 出し スタ イル が 代表 的 
な 例 で 、 男 性 に と っ て は 「 な ぜ そ こ を 切り 欠い 
た ?」 と 合理 性 に 欠け る 形状 が 疑問 な の だ 。 

し か し 、 こ れ ば か り は 感覚 の 違い と し か 言い 
よう が な く 、 女 性 的 に は これ が 「 可 愛 い 」 の だ 。 
スカ ー ト が 機能 的 に (盗撮 の 危 除 性 が ある 、 風 
に 舞っ て 坊 出 し て し まう 、 外 気 に は ら さ れ や す 
いな ど ) 合理 的 で は な い の に 、 い まだ 着用 され 
る の は 感覚 に よる と ころ が 大 きい 。 


男 保 護 欲 と 性 的 区 力 の 二 律 背 反 


男性 の 悲し い 性 で 、 ミ ニス カー ト が 好き ・ 胸 
の 谷間 が 覗く スタ イル も 好き と いう の は 当たり 
前 の こと だ が 、 こ と 身内 の 話 に な る と 手のひら 
を 返し て 「 上 ふし だ ら 」「 つ つ し み が な い ] と 難 
色 を 示し が ち で ある 。 勝手 な 話 だ が 、 他 人 で あ 
れ ば セク シー さや エロ さ を 全 開 に し て も らい た 
い 、 し か し 身内 (ひい て は 交際 相手 や 配偶 者 ) 
の 素肌 は 他 の 男 に 見 られ た く な いと いう の が 男 
性 の 一 般 的 な 感覚 で あろ う 。 

この あたり の 独占 谷 は 「 童 貞 を 殺す 服 ] に 通 
じ る も の が あっ て 、 す な わ ち 清 束 自分 に 一 速 
で あっ て ほし いと いう 思考 の 表れ な の だ 。 つ ま 
り (女性 諸氏 に は 気持 ち 悪い と 思わ れる か も し 
れ な い が ) 清 邊 な 女性 と 見 る や 、 お 巡 さ ん に し 
た いと いう 爽 求 が 働く の で ある 。 

も ちろ ん 、 生 理 的 な 欲求 な の で 、 男 性 に 好意 
を 持つ の は や め ろ と いう の は ど だ い 無 理 な 話 で 
ある 。 し か し 、 男 性 諸君 も 「 童 貞 を 殺す 服 ] を 
着る 女性 が 男性 の 保護 欲 を あお っ て いる わけ で 
は 決し て な いと いう こと も わき まえ て ほし い 。 


男性 に は ウケ が 悪い 代 
季 便 と し て 取り 上 げ ら 
れ や すい 、 扇 出し ス 
タイ ル 。 治 え や すい し 
日 燈 け し や すい し で 各 
理 的 で は な い が 、 女性 
に は アク ティ ブ ・ セ ク 
シー と いう 印象 が あっ 
て 二 持 され て いる 
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第 の 音 


on01 


硬 貞 の 憧れ を 包 お スカ ー ト 


ラウ ス と 違い いろ ん な 形状 が あっ て 。 ど れ が 何 な の か よく わか ら な い 。 ここ か ら は -「 華 真 を 殺す 朋 」 
ド と 柄 造 き ス ジャ ー な パイ ウエ ス ド ス カード チョー ルス ガー ド に つい で 解説 P で VS 


尾 守備 力 の 高い スカ ー ト 一 覧 :-woan 


堅 ハ イ ウ エス ト ・ フ レア スカ ー ト 中 チュ ー ル スカ ー ト 
その 名 の 通り 「 八 チュ ー ル レー ス を 

イ ウ エス ト 」 な 「 フ 使用 し た スカ ー ト 。 

レア スカ ー ト 」。 右 / チュ ー ル レー ス を 重 

図 は : パ ニ エ を 中 に ング ね た も の や 普通 の ス 


カー ト に 被せ た も の 
な ど が ある 。 必 わっ 
と し て 透け 司 が ある 。 


究 い て いる 状態 。 


ドー ルース 


中 ラッ フル スカ ー ト トラ ン ペ ッ ト ス カー ト 還 ティ アー ドス カー ト 

大 きめ の ギャ ザー を 装飾 と し て 施し 。。 上 に タイ トス カー ト 、 下 に フラ ウン ギャ ザー や フラ ウン ス を 段階 的 に 重 
た 、 フ リル スカ ー ト の 一 種 。 バ ンク ス (大 き な フ リル の こと ) を 組み 合わ ね て 縫い 合わ せ た ス カー ト 。 ス カー ト 
ファ ッ シ ョ ン に も よく 使わ れる 。 せ た スカ ー ト 。 に フリ ル を 装飾 し た も の は 別 。 


避 スカ ー ト 保持 部 品 の 種類 :-gwowgr * 
曹 ゴム 皿 ホ ッ ク 
平 ゴ ム を 内 巧 し (+ フ ァ ス ナー) 
て 締め る タイ プ 。 学生 服 や フォ ー マ 介 
ウエ スト の 一 部 に ルウ ェ ア な ど に 使わ Mi 
の み 使用 し て いる れる こと が 多い 。 別 \ N 
合 も ある 。 途 ベ ルト や ゴム で 締 | / 
め る 場合 も ある 。 4 
いい 
中 フ ァ ス ナー 還 コ ルセット 
重複 する 部 分 が な ウエ スト ライ ン を 
い の で すっ きり する 細く 見 せる た め の ア 
が 、 フ ァ ス ナー が 下 クセ サリ ー だ が 、 こ 
りや すい の が 難点 。 れ で スカ ー ト を 保持 
こち ら も 別途 ベルト する 場合 も ある 。 
な ど で 締 め る 。 
加 リ ボン 中 サス ペン ダー き 
ベル ト の 代わ り に 先端 に 金具 が 付い た 平 ゴ へ で ウエ スト を 
リポ ボン で 締め る 。 ス 用 る 部 品 。 ス カー ト と 同じ 生地 の 帯 が 付い 『 
カー ト の ウエ スト 自 て いる サス ペン ダー 付き スカ ー ト も ある 。 ち 
体 が リボン に な っ て 
いる も の も ある 。 
中 ベ ルト # 
少し ハー ド な 印象 
を 与え て し まう か 、 
ベル ト も 選択 肢 の 1 
つ 。 女性 用 は 細い も 


の が 多い 。 
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Lesson02 


伝家 の 宝刀 ハイ ウエ スト スカ ー ト 


P2 ァ で も 述べ た 通り <- 編 さ を 感じ させ 同時 に 清 短 さ を 持ち 合わ や せ て いる ごと が 重要 な ハイ ウエ スト スカ ー ト 
ブラ ウズ の 胴 の 項目 で 少 じ 触 れ だ が で 改め で 生体 どの 科 軒 関係 や 構造 に つい で 解説 じ で い ぐ 


避 ハイ ウエ スト ・ フ レア スカ ー ト の 構造 


ハイ ウエ スト は 腰 よ り 上 を 絞っ て ヒッ プラ イン を 隠す 。 つ まり 、 脚 を 非常 に 長く 鎧 覚 させ る メリ ッ ト 
も 持ち 合わ せ て いる の だ 。 で は 、 身体 の アタ リ 付き を フレ アス カー ト で その 中 身 を 詳し く 検 証し て いこ う 。 


ウエ スト (一 番 細い 部 
分 ) より 上 で 絞り 、 身 
体 の ライ ン を くっ きり 一 ーーーー 一 を 
と 見 せる の で 、 細 い 人 | 


普通 (ジャ スト ウエ スト ) 
の スカ ー ト 


は より 細く 見 える 
粒 り 位置 が 言い か ら な 図 
は ハイ 。 予 備 知識 と し て 、 
ジャ スト ウエ スト より 下 
の 礎 則 で 保持 する も の は 
ロー ウエ スト と 呼び 
ノー マル 丈 の 位置 


福 は 少し 膨らむ 。 ギ ャ ザー で 布 
が 寄っ て いて 、 小 さい な が ら も 
反発 する 力 が 発生 する た め だ 


争 出 が 洲 れ ば 減る だ け 
守備 力 が 高まる 


: 
背面 ヒッ プ に か か る 部 分 は フル レン グ ス に 比 
スカ ー ト の 自重 が か か べ て や や 軽い の 
ンー り 、 ギャ ザー の が ウ で 、 ヒッ プ の トッ 
エス ト に 近い 位置 で 末 フ か ら な だ ら か な 
広がり に な る 傾 員 に な る 


フロ ント は 下腹 付近 
に 奈 拾 が で きる 。 こ 
うし た ボディ ライ ン 
を 胡 せ る の も 女性 内 
に ほ は ポイ ント が 高い 


布 の 総 還 が 増え て 
重く な る の で 、 ウ 
エス ト に か か る 張 
も 強く な り 、 シ 
ワ が 深く な る 


ギャ ザー も 自重 に 負 
ける の で す ほ まり や 
すく 、 バニ エ を 企 か 
な い 賠 り 広 が ら な い 
ハイ ウエ スト ・ フ レア スカ ー ト 
(ミディ 丈 ) 閉 用 
半 勢 が いい と 、 ウ エ 
スト か ら 足 首 ま で ほ 
ほぼ 一 下線 に 落ち る 
ヒッ プラ イン に ま と わ 
りつ く よ うに 沿っ た あ 
と 、 サイ ド と 同じ よう 
に 一 度 す ぼ まる 
バー エ を 中 に 殆 く こと で 、 ヒ ッ 


プラ イン を 隠す こと が で きる 。 
この 団 く らい だ と 、 バ パニ エ を | 
枚 室 ぎし て いる 場合 も 
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局 ハイ ウエ スト ・ バ ルー ンス カー ト の 構造 


「 痢 貞 を 殺す 服 ] を 広く 認知 させ る に 至っ た 例 の ハイ ウエ スト スカ ー ト は 、 バ ルー ン 
スカ ー ト と いう 代物 。 ス カー ト は 表地 と 裏地 を 張り 合わ せる よう に 作る が 、 バ ルー ン 
スカ ー ト は 裏地 が 表地 より 短い た め に 表地 を 巻き 込む よう な 選好 に な っ て いる 。 


号 ハ イ ウ エス ト ・ 
バル ー ン スカ ー ト / 
表地 と 裏地 の 間 の 空間 が だ 記 つ 
き を 作り 、 ギ ャ ザー (ウエ スト か 
ら 裾 へ 縦 に 入る 線 ) を 直線 的 で は 
な いも の に し て いる 。 右 図 は パニ 
エエ を 着用 し た 状態 を 想定 。 


0) 


な り 、 妨 目 は 内 軸 へ すず れる 。 シ ル エ ッ 
ト の 柔らか さ の 紗 還 は ここ に ある 


皿 普通 の ハイ ウエ スト ・ 
フレ アス カー ト 
表地 を 巻き 込ん で いな 
い 普通 の スカ ー ト は 、 先 
端 が 角 ば っ て いる の が 確 
認 で きる 。 ま た 、 ギャ ザー 
の 線 が 直線 的 な 点 に も 注 
目 。 右 較 は バニ エ を 着用 
し た 状態 を 規定 


表地 と 理 地 の 如 目 が 、 振 の 折れ 目 に 平行 に 走る 。 
厚み は 生地 と 細 い 合わ せ 分 だ け な の で 問い 
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選 タッ ク に つい て の 基礎 知識 『 


布 を 小さ く 折り 畳み 、 シ ル エ ッ ト を 絞る 手法 の 1 つ 。 布 を 裁 
断 し 直さ ず に 清 お 、 縫 う 範 囲 を 少な く で きる と いっ た メリ ッ ト 


が あり 、 こ れ が 装飾 と し て 利用 され る こと が ある 。 / 』 
/ 


還 タッ クス カー ト 
の 


の よう な 形 に 布 を 寄せ 、 折 っ た 両 
側 に タッ ク 処 理 を 施し て いる 。 規 則 的 
な ギャ ザー が 作ら れ や すい 。 


国 ウエ スト 部 分 で 


し 
章 
日 
和 
世 


に 折り 込ん だ 上 方 の 拡大 。 畳ん で 重なっ た 部 分 に 折り 
目 を 付け る こと で 、 奏 い た と き に ギャ ザー の 根本 に な る 


(!ーN) 更 届 李 の 洒 


ヾ 
還 タッ ク 多 め (パニ エ な し ) 中 プリ ー ツ スカ ー ト (パニ エ な し ) 
タッ ク を 増やせ ば ぼ プリ ー ツ スカ ー ト の B 
増やす ほど 、 ギ ャ プリ ー ツ も 、 タ ッ ク の ( | 
ザー の 数 も 増え る 。 手法 。 タ ックス カー ト 9 に 
均等 な 波 が この ス と 違い 、 裾 まで きっ ち や 「 寺 ( ゆ 
カー ト の 杏 力 だ 。 り 折り 目 を 付け る 。 ) 


N 


計 


人 の 力作 イ ウエ スト スカ ー ト 


局 ハイ ウエ スト ・ フ レア スカ ー ト 着用 時 の 動き 


ハイ ウエ スト スカ ー ト の 構造 を 理解 し た と ころ で 、 い よい よ バ ニ エ を 入れ た 状態 で 動か し て み 
よう 。 シ ンプ ル な フレ アス カー ト を 使い 、 丈 の 差 が どん な 違い に な る か 、 比 較 し て いく 。 


四 屈 む (ミディ 丈 ) 堅 屈 む (フル レン グ ス 丈 ) 
レン 
ィ ー ゴ 【 
に ai 逆 に 重い と 膝下 まで 湖 が 
II 引っ 張ら れ て し まい 、 N 仙 N 【 ) 
Do 挫 か な く な る 1 (| 
Ne グ 
人 
と 、 少 し 民 を 落と す 
だ け で 地面 に 垂れ 下 
が っ て し まう 


福 が 斜め に な っ て いる 
の は 服 の ライ ン に 従っ 
て いる た め 。 肪 許 が 層 


う の は 鞭 に 引っ か か っ N NN 
た 江 分 \ N 
に ーー や > 


ーー -- = テー 
四 歩 く ( ミ ディ 丈 ) 四 歩 く + 2 歩 目 (フル レン グ ス 丈 ) 
大 又 に 脚 を 引い た 布 が 重い 場合 は 、 裏 地 が いく ら 摩 控 抵 抗 の 少な い 布 と は 
場所 へ 布 が 多 げ 、 ! いえ 、 物 理 的 に ひっ か か りや すく な る 。 重 さ で 後ろ に 流 


バー エ を 換 ん で 下 れ に くい の で 、 徐 部 に ギャ ザー の 塊 は 発生 し な い 
用 部 と 内 了 に 治 う 
取上げ た 布 が 器 
)\ 上 に シワ を 作る 。 


NN (=eWazr  ( 
) 集中 する 陸 で っ いい ーー 
れる が 衣 の け 上 
根 は 厚み か 残る 。 すこ 
/ 
) 


引い た 捧 台 の 征 則 か ら 布 が 寄り 、 
ギャ ザー の 層 が で きる 。 脚 が 入れ 
普 わ る た びに 左右 に 揺 ら め ぐ 
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四 椅 子 に 座る (ミディ 丈 ) 


芝 下 まで の 丈 が 陳 を 下 
ろ し て ふく ら は ぎ に 層 
く が 、 バ ニ エ の 上 全 
の 厚み の 分 だ け や や 上 
が っ て いる 


四 椅 子 に 座る (フル レン グ ス 丈 ) 


村 に 落ち る 布 を 流れ る 
まま に する と 、 床 に つ 
いて し まう 。 バ ニ エ も 
支え され ず 、 厚 み が ほ 
と ん ど な く な る 


堅 水 辺 に 足 を 浸け る (ミディ 丈 ) 四 水辺 に 足 を 浸け る (フル レン グ ス 率 ) 
補 が に か ら な い 喝 所 は 、 意識 が 所 が 足 首 ま で ある と 、 深 いと ころ へ 入 
前 方 に 向かっ て 前 屋 み に 。 福 を 引き れ な い 。 背筋 も あま り 曲げ られ な い の 
上 げ る の は 視界 を よく する た め で , 首 だ け で 更 き 込む よう な 印 勿 に 


水辺 は 坂 に な っ て いる 
の で 、 両足 に 高低 着 が 
ある 。 く る ぶし が 完全 
に 隊 れ て も 問題 な い 


福 の 引き 上 げ 方 は 直上 へ 、 視 
界 を よく する た めで は な く 水 


に 湖 け な いた めで ある 
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人 ハイ ウエ スト ・ フ レア スカ ー ト を 窒 く 


つい に 本 丸 、 ス カー ト を 琴 く 手順 。 まさ に ゴブ ラック ボッ クス の ログ を 解析 する よう に 、 彼 女 ら が どん な 手順 で ス 
カー ド を 琶 いで いる の か を 解析 じ で い ビ 


避 童貞 に は 未知 の 聖域 


世 の 男 性 が スカ ー ト を 容 く こと は 、 よ ほど 特殊 な 状況 に な ら な い 限 りな い だ ろ う 。 ど ん 
な 手順 で 「 童 貞 を 殺す 服 ] が 形作ら れ て いる の か 、 重要 な 手順 を ビッ クア ッ プ し て みた 。 


四 1. ドロ ワー ズ を 窒 く 四 2. ブラ ウス の 裾 を 差し 込む (シャ ツイ ン ) 


物理 守備 力 の 低い | 


スカ ー ト を 辱 く に あ 
た り 、 ま ず は 鉄 朋 を 
詩 る ズボン 型 下着 ・ 
ドロ ワー ズ を 次ぐ 


ーー 
プラ の m を 
豆 え な が ら 差 し 
込む 。 可愛 い 服 
だ か ら こ そ 、 シ 
ル エ ッ ト は 丁寧 
い N 1 に 整え る の だ 
N ダイ / 
'* NN 
ドロ ワー ズ の 長 さ に も 種 人 功 . ジ 
類 が あり 、 ミ ディ 丈 や フ = | 
ルレ ング ス は ロン グ 丈 の 
ドロ ワー ズ を 選択 する | 
M/ 
皿 3. 留め 具 で 固定 する // ど 
し 
) 途中 か ら は プラ ウス を 巻き 込ま 
今回 は ファ スナ ー。 玉 な いよ うに ウエ スト 部 分 を つま 
ん で ブラ ウス か ら 浮 か せる 


め 人 交 具 側 を つま み 、 ス 
ライ ダー を 引き 上 げ る 


ファ スナ ー の 長 さ は 長短 あ 
り 、 位置 は 主 の 左 全 ま た は 後 
ろ の 真ん中 の どちら か 。 後ろ 
の 場合 は 横 ど ファス ナー を 引 
さき 上 げた あと 、 背 中 還 へ 回 す 


/ 
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四 4. パ ニ エ を 卒 く 


ドロ ワー ズ の 上 
へ 、 さら に ブラ 
ウス の 上 へ バー 
エ を 引き 上 げ 


バニ エ を 容 く か 天 か は 本 人 の 好み に よる が 、「 章 真 を 
殺す 服 」 を 着 て いる 場合 は 大 抵 究 いて いる も の と 考え 
て よい (理由 は P.5B に て 解説)。 パニエ と ドロ ワー ズ : 
は セッ ト で 着用 する も の だ し 、 大 変 な 保持 力 が ドロ ワー 
ズ に か か っ て いる の で 、 ド ロワ ー ズ だ け を 脱が せる こ 1 
と は 困難 だ 。 も し 無理 に 引き 抜い た 場合 、 ド ロワ ー ズ 
また は 女の子 の 身体 が 傷つく こと が 定 され る 。 ブ ラ 
ウス 同様 EEE 


プラ ウス を きっ ちり 差 
し 込ん で いる と 奈 裕 が 
な く 、 少し の 動き で シ 
ル エ ッ ト が 崩れ て し ま 
う 。 奈 挫 を 持た せ 、 動 
き や す くす る 


ハイ ウエ スト スカ ー ト の 秦 き 方 は P.48 へ 


\ 
この 手順 は 意外 と 見 振 と し が ち 
で 、 創作 物 で ブラ ウス を きっ ちり と チュ ー ル スカ ー ト の 容 き 方 は P.53 へ 


伏し 込ん だ まま の 例 が 見 られ る と ジャ ン バ パー スカ ー ト の 容 き 方 は P.71 へ 
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L n04 


視線 を 翻弄 する チュ ー ル スカ ー ト 


人 ハイ ウエ スト スカ ー ト と 双璧 を な す と 思わ れる の が この チュ ー ル スカ ー ト 。 奇しくも 本 書 執 猪 時 点 の 8016 年 


1 に は ヂュー ルズ カー ドブ プー も あ り 描 ぐ 側 着 る 側 ど じ て 選 択 肢 に 源 


選 チュ ー ル スカ ー ト の 構造 


が つ で いる の で は な い だ ろ う が : 


チュ ー ル レー ス を 普通 の 生地 の スカ ー ト に 重ね る 、 ま た は チュ ー ル レー ス を 複数 枚 重ね る な ど で 製 作 さ れ 
て いる この スカ ー ト は 、 重 な っ て いる 分 複雑 に 見 える 。 し か し 、 基 本 を 押さ えて いれ ば 何 も 難 し いこ と は な い 。 


ノー マル 丈 ・ 正 面 


チュ ー ル レー ス が 面 欠 
性 に 欠け る の で 、 大抵 
の 場合 ゴム ウエ スト が 
採用 され て いる 


リポ ボン ウ エス ト や ペル 
ト ホ ー ル を 設け る 場合 
は 、 布 地 を 切り 替え る 
な ど 、 何 ら か の 対策 
譲 じ て い る 


ウエ スト の ライ ン は ほ 
と ん ど 出 な い 。 重 力 で 
す ぼ ま ら ず 、 ギ ャ ザー 
の 反発 で フレ ア の シル 
エッ ト が 維持 され る 


バニ エ 着 用 


中 に パニエ を 容 く 場合 
は ソフ トバ ニー エ を 使う 
こと が 多い 。 ハー ド を 
使う と さん わり 感 が そ 
こ な わ れる た め だ 


チュ ー ル レー ス は 、 
三面 の どこ か ら 見 
て も 下 の ス カー ト 
より も 長い 


前 後 も ゆる や か な 広 が 
り が 見 える 。 ヒ ッ プ や 
下 概 部 も ライ ン が 見 え 
な い の が ポイ ント 
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回 間 ec っ uc * 
チュ ー ル レー ス で 忘れ て は いけ な い の が 「 チ ュー ルレ ー た め 重 ね る こと に よっ て 色 が 濃く 、 暗 く な っ て いく 。 洪 由 
ス は 透け る 」 点 。 ス トッ キン グ に も 使わ れる 、 糸 の 太 さ く 場 合 は 乗算 する こと を 忘れ ず に 。 # 
を 表す 単位 ロ (デニ ー ル ) に よっ て 渡さ が 変わ る 。 そ の き 
チュ ー ル レー ス 5 

る 


SI 


|!"ー さ ツ ) mCGSmg 


チュ ー ル レー ス の 反 が 苦く て も わ ず 
か に 届く な る 。 ギ ャ ザー で 寄っ て い 
る 部 分 を 一 番 明る くす る と り リアル に 


四 片 手 で 持ち 上 げ る 


テ ュ ー ル レー ス が 本 


体 の スカ ー ト より 軽 中 チュ ー ル ティ アー ドス カー ト 


くめ ゆったり し て いる 


3 
3 
章 


人 
由 
四 
と 
る 
条 
3 
き 
ua 
E 
を 
還 
バー エ は チュ ー ル レー ス で 作 ほぼ 
られ て いる も の も る く 存 在 す 邊 
る 。 デニール 数 や 加工 の 違い 
が ある と は いえ 、2 つ が 見 え ぁ 
る 状態 で 大 幅 に 質感 が 変 わら が 
よう (に 六 し よう チュ ー ル スカ ー ト の 亜 な り を 3 


届 組 み 合 わせ 、 テ ィ アー ドス 
カー ト の 形状 に 仕上 で いる 
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を 百 天 する チュ ー ル スカ ー ト 


局 チュ ー ル スカ ー ト 着用 時 の 動き 


チュ ー ル スカ ー ト の 特性 に つい て 解説 し た と ころ で 、 動き に つい て 見 て いこ う 。 重 な っ た 布地 の 変化 
が わか りや すい 動き を 取り 上 げ て みた 。 すべ て 中 に ソフ トバ ニ エ を 着用 し て いる こと を 前 提 と し て いる 。 


曹 中 ぶ 選 か ら 攻 下 に か け て の タ 貴 女の子 座り 
イミ ング で スカ ー ト 下方 に 

空 策 抵 抗 が か 生じ 、 軽い チュ ー 

ルレ ー ス は 本体 か ら 了 れ る 


スカ ー ト を 整え ず に 員 
いよ く 座 り 込む と 、「 革 
京 」 の よう に チュ ー ル 
部 分 だ けが 舞う の で 乱 
き 込 み が 洲 っ て 計る 


スカ ー ト 本 体 や バー エ に も 容 気 抵 抗生 チュ ー ル スカ ー ト の 若 用 (電車 の 座席 ) 


じ る の で 、 生体 の 英 下 か ら 遅 れる に つれ 


バー エ の 根本 か ら 大 きく めく れ 上 が る 栄 内 1 
= ニー 


下 舞 う 細い 、 若い 、 系 5 か いと 

いう 特性 が 作用 し 、 普 財 
の スカ ー ト より 大 きく 動 
く 。 回 転 に 巻き 込ま れ 、 
加 D カ で 押上 が る 


舞い 上 が っ て いる た め 、 
宰 も 内 側 の スカ ー ト よ 
り 両 い 位置 に な る 


葉 い スカ ー ト な の で 、 
庫 面 が 左右 に 続き 逃げ 
る 場所 が な いと 、 大 き 
く 広がっ て し まう 
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son05 


チュ ー ル スカ ー ト を 容 く 


層 に な っ て いる 以外 は 普通 の スカ ー ト と 変わ ら な い 、 チ ュー ルス カー ト 。 先立っ て ハイ ウエ スト スカ ー ト を 界 く 
手順 を 紹介 じ た の で 拍子 抜 げ ざれ る か も じ れ な い が 、 単純 で お る が ゆえ で つか り 大 本 を 押さ きえ で お きた 


選 ゴム ウエ スト は 恐る る に 足ら ま 


ハイ ウエ スト スカ ー ト を 奏 く 項 で は シャ ツイ ン に し て いた が 、 こ ちら は シャ ツア ウト で 変 
化 を 付け て みる 。 も ちろ ん シャ ツイ ン に する 場合 も ある の で 、 服 に 合わ せ て 手順 を 確認 し よう 。 


1. 足 を 差し 入れ る 四 2. キ ャ ミソ ー ル を スカ ー ト の 下 へ 差し 込む 
NM 芝 い / 定 
ドロ ワー ズ を 供 い た 了 / hw ) ( が 》 ) 
状態 で 足 を 入れ る ボーグ 4 プ 時 
ec | AN ビビ 
の RW で ゴ Ag ( | 6/ 人 ) ル の 下 に は スカ ー ト 
な い の で 注意 リ SN 理 


福 が 床 に 付い た 状態 
は 、 布 の 強度 の 関係 
で チュ ー ル と 本 体 の 
折れ 方 が 違う 。 足元 
へ 下ろ し た 状況 も 交 
定 し て お く 


ジャ スト ウエ スト で 
保持 する た め 、 ス カー 
ト の ウエ スト と 一 緒 


ょ プラ ウス の 


着 方 は P.30 へ 
ょ ハイ ウエ スト スカ ー ト の 
容 き 方 は P.48 へ 
N ょ ジャ ン パ ー ス カー ト の 
容 き 方 は P.71 へ 
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COLUMN-02 


レー ス の 描き 方 


回 レー スバ ター ン の 作成 


レー ス と いえ ば 美しい 円 形 、 半 円 形 を 基調 に し た デザ イ て 基本 の デザ イン を 組み 立て て いく 。 こ の 作業 に は ドロ ー 
ン 。 左右 対称 で ある こと (一 部 で は 植物 な どの 模様 を 用 い 系 ソフ ト の 「 線 対称 定規 ] な ど を 利用 する と よい 。 
る ) や 連続 性 が ある こと が 美 し さ を 引 寺 立て て いる 。 上 ⑮ デ ザイ ン を 施す 部 分 を 描き 込む お 。 ス テッ チラ イン ( 実 
①ー③ ま ず は ペー ス と な る 枠 線 を 作り 、 円 や 曲線 を 駆使 し : 際 に 縫い 付け る 線 ) も 描い て お く と 後々 手間 が 省け る 。 


@ に ⑨ 6 
画 使 用 例 
今回 は 加工 に Photoshop を 使用 。 させ る こと が で きる 。 
①ー③ コ ピー& ペ ー ス ト で 一 直線 に 並べ た も の を 統合 し 、 | ④ 一 これ を 適用 する 場所 に 合わ せ て 変形 させ 、 レ ー ス が 


1 本 の レー ス に する 。 編集 タブ か ら 変 形 ー ワ ー ブ を 選択 す ヨ 重なる 余分 な 場所 の 線 を 消す 。 遠 近 感 は 幅 を 細く し た り 圧 
る と 枠 と ポイ ント が 表示 され 、 ド ラッ グ す る と 波状 に 変形 縮 す る こと で 表現 する 。 
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LUMN 


フリ ル ・ フ レア (ギャ ザー) の 構造 か ら 描き 方 を 知る 


玉 布 を 寄せる] フリ ル の 構造 


土台 の 布 よ り も 長い フリ ル 
用 の 布 を 用 意 し 、 ミ シン で 返 
し 縫い を せ ず に 一 直線 に ス 
テッ チ を 入れ る 。 ① 端 と 中 心 
を 揃え 、 ス テッ チ の 和 終 を 串 の 
よう に 使っ て 土台 の 布 に 対し 
均等 に 寄せ 、② 待 ち 針 で 罰 め | / 

る 。 土台 と ギャ ザー を 縫い 付 ーー 
けた ら ③ 半 目 を 目立た な くさ AA 

せる た め に 折り 返し 、 ら 本 平 

行 に 経 い 付け る 。 ④ 布 を 寄せ 生 
る た め に 使っ た ステ ッ チ は 引 

き 抜い て 完成 。 

この 方 法 で 作る フリ ル の メ 
リッ ト は 比較 的 簡単 に 作れ る 
こと 、 布 を 無 誠 な く 使え る ご に > 本 = 
と な ど が あぁ る が 、 デメ リッ ト 。/7777 1 IT TUN 77 7 UTMW1 
と し て 経 い 付け 部 分 の 厚み が | / \ B 
増し て し まう 点 な ど が ある 。 FN 
小物 や 疾 い 和 囲 の 装飾 に 向い アリ ーー 
て いる 。 


還 布 を 余ら せる 」 フリ ル の 構造 


同心 円 状 に 裁断 し た 布 を 、 短 【」】 
い 辺 で 土台 に 合わ せ て い 付け 
る 。 外 周 分 の 布 が 内 周 よ り も 余 
る の で 、 こ れ が フリ ル と な る 。 
@ 裏 返し て 綺 画 に する の は 、 寄 
せる フリ ル の ③④ と 同じ 。 

メリ ッ ト は 土台 と の 接合 部 が 
厚く な り に くく 、 寄 せ ジ ワ が 小 
さ な も の で 済む こと 。 デメ リッ 
ト は 布 を 余分 に 必要 と する こと 
と 細か な ギャ ザー の 作成 に 向 か 
な いこ と 。 大 き な 範 囲 の 装飾 に 
NEWBs 計 赤い ライ ン と 土台 の 幅 は 同じ 長 さ 。 細 い 付 

実は フレ アス カー ト や テイ け な が ら 修 々 に 布 を 余ら せ て いく 
アー ドス カー ト も この 手法 で 作 
られ て お り 、 ギ ャ ザー を 形成 す 
る も の の 原理 は 同じ な の だ 。 

構造 を 理解 すれ ば 細か い 部 分 
の 描写 に 説得 が 出る 。 奇 せる 
フリ ル は 土台 と の 接合 部 に も 細 / 
か い シ ワ が 寄り 、 ギ ャ ザー も 幅 
の 狭い も の に な る 。 奈 ら せ る フ 
リル は シワ が 寄り に くく 、 ゆ っ 
た り し た ギャ ザー に な る , 


解説 に 照ら し 合わ せる と 、 ウ エス ト 部 分 が 
土台 、 ス カー ト 部 分 が 大 き な フ リル と な る 
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)LUMN-04 


フリ ル 要 素 の 動き 


フリ ル の 構造 が わか っ た と ころ で 、 い よい よ 実 践 。 フリ ほ どん な 形状 変化 が 起こ る か 、 ど の 動き に ギャ ザー が 反応 す 
ル や フリ ル に 属す る 装飾 が 施さ れ た 服 を 動か し て みよ . る か に 注目 し て ほし い 。 


画 音 を 丸め る 


軍 せ る フリ ル 。 土台 が 反 る よう に 
所 を 描く が 、 布 が 億 びる わけ で は な 土台 が 圧 結 し て いる の で ギャ ザー 引っ 張り 方 向 が 余 ゆ に な る と 、 土 


い の で 、 ギ ャ ザー も 伸び た り し な い 。 も 圧縮 され る 。 縫 い 方 向 に 対し 圧 編 台 が ね じ れ る 。 こ の ね じ れ に 反応 し 
され た よう に な り 、 厚 み が 高く な る 。 て 、 ギ ャ ザー も 斜め 方 向 に よじ れる 。 


置 肘 を 曲げ る 玉 腕 を 振る 

布 を 奈 ら せる 方 布 を 寄せ る 方 法 
法 で 作ら れ て い で 作ら れ て いる 。 
る 。 折り 曲げ られ 土台 の 移動 が 曲線 
た 部 分 の 左右 、 肘 な の で 、 弱 方 向 に 
の 内 側 に 一 番 近い 弧 を 描い た 分 だ け 
ギャ ザー が 大 きく ギャ ザー が 広がっ 


広がる 。 て いる 。 
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し と 】 


難 層 の 裾 に 寄せ る 
フリ ル が 装 節 さ れ た 
も の 。 ス カー ト 自 体 
は フレ ア の 短い も の 
と 考え て よい 。 フ リ 
ル の 装 飼 は 福 の 変化 
に 追従 し て 変形 し て 
いる 。 


と 】 


比較 用 。 ギ ャ 
ザー に 相当 する ス 
カー ト 部 分 が 自重 
に よっ て 回 転 方 向 
に 舞い 上 が り 、 伸 
び た り 縮ん だ り し 
て いる 。 


還 事 す LE 
す ぼ ま っ た 分 スカ ー ト 1 枚 
重なる 布 の 曇 が 1 枚 が 軽い 上 に 
増え 、 シル エッ ト 厚み が ある の で 、 
が 細く な り 、 ギ ャ フレ アス カー ト 
ザー が 寄 っ て 細 ほど す ぼ ま ら な 
がく な っ て いる 。 い 。 フ リル は 要 
い 上 が っ た 分 だ 
け 帰 め に 見 える 。 
田 出 に あお られ る 男 届 に あお られ る 
風 が 当たっ た 場 風 が 抜け て いく 
所 が 伸び 、 抜 け て 場所 は 細か な ギャ 
いく 方 向 に 向かっ ザー と な る 。 フ リ 
て ギャ ザー が 集中 ル 自 体 も 風 が 当 た 
し て 寄る 。 る と つぶ され た り 
あお られ て 伸び た 


よう に 見 える 。 
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COLUMN-0 


純粋 な 守備 力 を 高め る ラン ジェ リー 


男 キ ャ ミソ ゾー ル の スス メ 


女性 は 清 玩 さと は 無関係 に 、 ブ ラ の 上 へ キャ ミソ ー ル と い 
う 下 着 を 着用 する (トッ プス と し て の キャ ミソ ー ル も ある の 
で や や こし い が 、 ご 理解 いた だ きた い )。 こ れ は ブラ を 隠す た 
め の ほ か 、 服 と 肌 の 摩擦 を 軽減 する 機能 を 担っ て お り 、 特 に 
スカ ー ト や コル セッ ト で 締め た 部 分 の 肌 が 傷つか な いよ うに 
する た めで ある 。 P.53 で シャ ツア ウト の 容 き 方 を 解説 し た 際 、 
キャ ミソ ー ル の 上 に ウエ スト を 保持 させ た の は こう いう 理由 
か ら で あ る 。 キ ャ ミソ ー ル の 丈 に も 種類 が あり 、 ワ ン ピ ー ス 
や ロン グ ド レ ス 、 ジ ャ スト ウエ スト の スカ ー ト 用 に は 丈 が 長 
い ス リッ プ と いう キャ ミソ ー ル を 選択 する 。 名 前 は 違う が 丈 
以外 の 形状 と 機能 は 同じ だ 。 

ブラ を 隠す と いう 点 に お いて は (これ は 女性 の 趣味 に よる 
と ころ も あっ て 、 隠 す 気 が な い 方 も いる に は いる か も し れ な 
い が ) キャ ミソ ー ル を 着る こと に よる 圧迫 感 を 気 に し た り し 
な けれ ば 、 普 通 は 隠す も の 、 透 けさ せる の は 恥ず か し いこ と 、 
と し て 認識 され て いる の は 間違い な い 。 

この こと か ら 、 雨 の 日 や アク シ デ ン ト に よる 「 透 け ブ ラ 」 
が いか に 夢見 が ちな 発想 で ある か 理解 いた だ ける だ ろう 。 現 
在 は 情操 教育 が 発達 し て きた 社会 な の で 、 よ も や 恥 ず か し い 
こと だ と 知ら な い 女性 は いな い は ず だ 。 ブ ラウ ス の 下 に 直 で 
ブラ が 見 えて いる よう に 描写 し て し まう と 、 童 貞 を さら し か 
ね な い …… か も し れ な い 。 


還 ド ロワ ー ズ と バニ エ の 役割 


キャ ミソ ー ル 同様 、 ド ロワ ー ズ と バニ エ に も スカ ー ト の シ 
ル エ ッ ト を 膨らませ る 以外 に 物理 的 な 保護 の 役割 が ある 。 

スカ ー ト が 盗撮 や その 他 迷 惑 行為 、 犯罪 行為 に 対し 守備 力 に 
欠け る こと は 周知 の 事実 だ 。 それ で も スカ ー ト を 窪 く 理由 は 、 
[可愛い 」 と いう 以外 に も 「 脚 が 自由 で 楽 」「 風 通し が いい 」 な ど 、 
女性 な り に 合理 的 な 理由 が 存在 する 。 こ うし た 需要 を 満た す 
た め に 、 ド ロワ ー ズ が ある 。 ド ロワ ー ズ は 「 オ ー バ ー パ ン ツ 見 
せ バ ン (見 せ て も いい バン ツ )] の 一 種 で 、 万 一 の 際 に 本 丸 の 
ショ ー ツ を 見 せな いた め に 存在 する 、 鉄 台 の 守り な の だ 。 

オー バー バン ツ に は 重ね ば き ブ ル マ ( 組 バン ) や スパ ッ ツ 、 
ショ ー ト バン ツ な どい くつ か が 種類 が あり 、 そ の どれ も か が 色気 
を 減退 させ る 効果 が ある (中 に は オー バー パン ツ に 性 的 区 力 
を 感じ る 奇特 な 男性 も いる に は いる らし い が )。 し か し 、 こ れ 
ら は 機能 上 デザ イン が 野暮 っ た く 、 カ ジュ アル 感 が あっ て せっ 
か く の 童貞 を 殺す 服 に 組み 合わ せる に は 見 栄え が 悪い 。 そ こ 
で 、 ク ラ シ カ ル な 見 せ バ ン ・ ド ロワ ー ズ (バニ エ ) の 出番 
と いう わけ だ 。 

バニ エ は スカ ー ト の シル エッ ト を 膨らませ る た めで 間違い 
な い が 、 そ こ に は 「 身 体 の ライ ン を 隠す ] と いう 表裏 一 体 の 
理由 が 存在 する 。 可愛 い 服 が 体 の ライ ン に よっ て 崩れ て し まっ 
て は 琵 し い …… そ ん な 意図 も 働い て いる よう だ 。 女性 の ファ ッ 
ショ ン は 、 男 性 に と っ て 何と も 不可 解 な バラ ンス の 上 に 成り 
立っ て いる らし い 。 
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Au 


第 づ 章 


n01 


章 上 の 理想 を 体現 する ワン ピー ス 


ジャ ン バ パー スカ ー ト は トッ プス を 落 用 する こと を 前 提 に し て いる の で 、 厳 宙 に は ワン ビ ピース で は な い 。 し か し 
袖 が な い だ け で ワン ビ ピーズ に 近い 形状 を じ で いる で と か どら 、 本 項 に 統一 じ で いき 


選 ワン ピー ス と ワン ピー ス に 近しい 形状 の 服 一 覧 >-goan 
踊 スタ ンダ ー ド な ワン ピー ス 貴 セー ラー ワン ピー ス 貴 コル セッ トワ ン ピ ー ス 


上 下 が 接合 され て お り 、 中 に ブラ ウス セー ラー 禄 が 付い た ワン ピー コル セッ ト と スカ ー ト が 一 体 
な ど を 着用 する 必要 の な い ワ ン ピ ー ス 。 ス 。 図 の ダブ ル ボ タン は フェ イ と な り 、 胸 部 まで 細 っ た も の 。 
下図 の 窒 は 切り 替え を 想定 。 ク 、 絞 り 位置 が ハイ ウエ スト 。 ブラ ウス な し で も 使用 可能 。 


あい 
ンー 
区 


ーー し クー 
NP 
中 ホル ター ネッ クワ ン ピ ー ス 呈 ジ ャ ン バ パー スカ ー ト 呈 デ ィ アン ドル 
首 で 前 掛け 部 分 を 引っ つか ける も の を 肩 で 吊り 、 前 掛け 部 分 に な る 布 が ブラ ウス 、 ジ ャ ン パ ー ス カー 
ホル ター ネッ ク と 呼ぶ 。 こ ちら も ブラ 存在 する も の は すべ て ジャ ン バ ー ス ト 、 エ プロ ン を 1 セッ ト で 着用 
ウス な し で 使用 可能 な も の が ある 。 カー ト 。 ハ イ ウ エス ト の も の も ある 。 する 、 ド イツ の 女性 用 民族 衣装 。 


) 


選 首 回 り の バリ エー ショ ン の み 紹介 
堅 補 付き 、 装飾 付き 貴 ヨー ク 切 り 替 え 


ワン ピー ス の 音 タン 軸 地 を 切り 替え 


回 りら を プラ ウス の 。。 は た だ の 人 り で 前 て で 、 例 えば 右 図 の  / 
よう に 加工 し た も H | 。 但 a の ファ メ ナ ー よう に ブラ ウス を /| 
の 。 ボタ ン が な い 1 | 下 く Dog 六 と る よう に 見 せ ( 


か ける も の 。 


(JNNe7) 導 滞 語音 一 


中 スク エア ネッ ク 


胸元 を 四角 く 切 7 
り 欠 いた も の 。「 二 6 
真 を 殺す 服 ] 的 に 
は 露出 が 少し 多く 
な る の で 、 攻 撃 力 
が 高まる 。 


(ワー は > 誠 と HG 半 班 い 当 


必 ワン ピー ス の 構造 


基本 構造 至っ つて シン ブル だ 。 トッ プス と スカ ー ト を 接合 し 、 一 続き の 服 と し て 仕立 て て いる 。 違 う 巡 製 と し て は 、 
縦 に 長い 布 を 裁断 し て 作る も の も ある 。 そ ちら は より シル エッ ト が スマ ー ト に な り 、 価 格 も 値 が 張る も の が 多い 。 


1! の 例 で は 留め 具 を 措 
ん で いな い が 、 前 
か 秋 ろ の どちら か に 藻 
の た め の ポ タン や ファ ス 

| ナー が 必ず 存在 する 


契 
1 
3 
日 
に 
由 
ス 


スカ ー ト 区 は 普通 の ス 
カー ト 同 拉 、 乱 と 肝 の | 
1 Sm / ト リリ 

まる 。 回 の 人 は 時 上 | | 6 の 
拉 り 位置 に よっ て ハイ ウエ スト に 0 は (シャ ツイ ン し た 彼 半 
か ジャ スト ウエ スト か 種類 が 変 が な い 以 外 は ブラ ウス 
わる 。 これ は ハイ ウエ スト スカ ー ト と 同じ 


横 か ら 見 た 状態 も 、 ウ エ 


1 


son02 


ワン ピー ス の 描き 方 ボ ポイント 


シル エッ ト 自 体 は 、 ブ ラウ ス + ス カー ト と さほど 変わ ら な いこ と が わか っ た が 、 果 た し て 動き に つい て は どう だ 


つう が 。 今 まで 解説 じ で きた プラ ウス キワ ウジ ビ ピーズ と の 違い を 比べ で み ま う 


上 上 下 の 接 合 を 意識 する 


上 下 一 体 と いう こと は 、 胴 の 動き は ほとん ど が 据 ま た は 肩 まで 影 引 す る と いう こと . 
肩 を 動か が せ ば 裾 が 、 裾 が 引っ 張ら れれ ば 肩 ま で つなが る 。 全身 の イラ スト か ら 見 て みよ う 。 〆 


四 自 然 体 加 ば ん ざい // 


取 、 肩 か ら 接合 部 を 伝っ 


比較 の 自然 体 の 状 て スカ ー ト を 若干 で あ 
悪 。 ウ エス ト の 紋 る が 引き 上 げ る 。 ウ エ 
り 位 置 や 接合 部 の シ スト に は ゴム や ベル ト 
ワ な ど 、 六 用 状態 ま |' が 入っ て いる 場合 も あ 
どれ も プラ ウス + ス る の で 、 腕 を 下ろ し た 


カー ト と 大 華 な い だ け で は ウエ スト ライ 


ン が 戻ら な いこ と も 


四 裾 を 片手 で 
持ち 上 げ る 


| \ この アン グル で は 見 えな い 
NM が 、 い くら ワン ピー ス が 一 
ウエ スト ライ ン の 位置 を 戻す の も 体 だ か ら と は いえ 、 中 の バ 
還 還 な の で 、 多少 引 っ 渡っ て すれ ! ニ エ ま で は 一 緒 に 動か な 
た と ころ で 福 を 引っ 張れ ば 問題 な )}) い 。 福 が 上 が れ ば パニ エ の 
い 自由 度 が 高い と も いえ る ! ) | 舞 が 見 え そう に な る 
1 \ | 
0 ) 
gi の の 
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選 ワン ピー ス の 着用 時 の 動作 


トッ プス と スカ ー ト が 一 体 化し た こと に よる 力 の 伝わり 方 が わか っ た と ころ で 、 
実際 に 動か し て みた ら ど うな る の か 。 左右 の ね じ り を 加え た 動き か ら 解 説 し て いく 。 


中 上 半身 を ひね る 下 身 を よじ る 

員 、 バ スト が 力点 と / * 3 

な り 、 ウ エス ト の 絞 も 。 ウエ スト の ゴム が / 

り 位置 へ 軽く 引っ 張 | 垂 お 以外 、 スカ ー ト に 

り ジ ワ が 発生 する W r 大 き な 変 化 は な い 「O ね る 」 同様 、 ブ \ 
/ ラウ ス が 引き 出さ れ ニ 


な い の で ウエ スト ま 
で の 余生 分 が 伸び た 
あと は 、 ス カー ト を 
引っ 張り 上 げ る 


! | 

N 補 6 
ブラ ウス + ス カー ト と 比較 する 
と 、 ウ エス ト に 自由 度 が ある 分 
個 い た り 重 ん だ りす る 。 ス カー 
ト の 福 も ウエ スト の 動き に 応じ 
保持 力 が 必要 な 単体 の ス て 傾い た りす る の で 注意 
カー ト に 比べ 、 ウ エス ト に 

自由 度 が ある 。 ス カー ト 部 

分 が 上 下 左右 に 動き や すい 


NT こい に 


(ケー は 落 ら HG 犬 計 合い 


ワン ピー ス 、- ジ ャ ン バ ー ス カー ら 
だ (例外 的 に スカ ー 


必 男性 に は ほぼ 無縁 の 着 


ら 被 る ワン ピー ス 


つの 芽 方 が あ 
まで フロ ンド ボタン で すべ て 問 で も の あず 


ジャ ン バ ー ス カー ト 


スカ ー ト 側 か ら 被 る か 、 背 中 側 か ら 形 く か の ど 
両者 の 違い を 詳細 に 解説 じ で いく 


ワン ピー ス と いえ ば 男性 諸君 は な ん と な く こ の 蔵 方 を イメ ー ジ する だ ろう 。 お そら く イ 


メ 


四 1. ス カー ト 側 か ら 
袖 に 腕 を 通す 


T エ シャツ や トレ ー 
ナー と 同じ よう に 、 
腕 を 入れ て 一 気 に 補 
りや すく する 。 先 に 
頭 か 5 補 る 人 も いる 
が 、 布 に 伸 性 が 少 
な い の で 身体 が 組 
い ・ 和 柔らか い 場 合 に 
限ら れる 

首 回 り の ボタ ン や 
ファ スナ ー を 開い て 
お く こと も 忘れ ず に 


パニ エ は 先 に 容 い て お く 


中 3. 頭 を 通す 


頭 を 通し 、 肩 か ら 腰 に 
か け て 一 気 に 下ろ す 


通り だ と 思う が 、 細 か な 注意 点 が いく つか ある の で 1 つ 1 つ 確 認 し て みよ う 。 今 
回 の 彼女 は 頭 に リボ ン を 付け て いる が 、 外 す 指 示 を 忘れ て いた 撮影 四 具 


ミス で ある 。 


四 2. 首 回 り を 開く 


加 の 万 を 乱 さ な い 
た め ぬ に 、 な る べく 
頭 に 角 れ な いよ う 
識 間 を 作る 


キャ ミソ ー ル や 斉 地 で 滑っ て 用 
まで スト ン と 落ち る が 、 身 体 と 
バー エ の 段差 に 引っ か か る 


今回 の バニ エ は ティ アー ドス カー 
ト 型 の ハー ド タ イ プ を 明 定 。 つ ぶ 
れ に くい の で 、 厚 い 生地 や 装飾 で 
重く な り が ちな ゴシック る & ロ リー 
タ の 衣 約 で 特に 利用 が 高い 


還 4. 肩 の 位置 を 調整 F 殺さ れ な いた め の メ モ 


SS | 頭 か ら 拉 る タイ プ は 、 前 開き の ポタ ン や レー ス 

衣 の 位置 を 油 束 し た ぞい 1 | アッ プ 、 背中 の ファ スナ ー ま た は ボタ ン め が 頭 
ら 、 首 回 り の 前 開き ボ : を 通せ る 分 し か 開か な い 。 こ れ が 最大 の 特徴 で 、 
タン また は 背中 の ファ も し 背中 の ファ スナ ー が 用 まで 伸び て いた りお 肌 
ザーkNDS : や スカ ー ト の 握 ま で 続く フロ ント ボタ ン だ っ た り 
| 議 | する と 、 着 方 が 変わ る 。 す な わ ち 、 脱 が す 際 の 

: 目安 と し て ボタ ン や ファ スナ ー の 長 さ を 確認 すれ 
ば 、 ど う 脱 が せ ば いい か わか る の だ 。 1 


背中 に 大 み 上 げ の リボン 
な ど が ある 場合 は 、 こ の 
と き 締 め 上 げ て ウエ スト 
の ライ ン を 細く 見 せる 


ウエ スト 縮め 付け 用 の リ 
ボン な ど が な い 場 合 は 、 
ベル ト や コル セッ ト を 


【 


四 5. パニエ を 
スカ ー ト の 裾 で 覆う 


ょ ハイ ウエ スト スカ ー ト の 
三方 は P.48 へ 

ょ ジャ ン パ ー ス カー ト の 

倒 き 方 は P71 へ 


パニ エ の 外側 に 落ち 
切っ て いな い スカ ー ト 


っ >、 
PP の yh える 
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下 か ら 寿 く ワ ン ビ ピー ス 、 ジ ャ ン パ ー ス カー ト 


次 は 下 か ら 究 く タ イプ 。 た だ 、P.71 で 解説 する サロ ベッ ト 型 (オー プン バッ ク ) の も の と 違い 、 背 中 を 完全 に 
醒 つ で いる ご と が 特徴 守備 力も 打 傷 力も 高 CV の で で 一 層 先 を 引き 締め で か か ろ ヲ 


の ファ スナ ー が 強敵 


今回 の バッ クジ ッ プ タイ プ は 、 ヒ ッ プ を 通す た め に お 尻 ま で ファ スナ ー が 続い て いる 。 後ろ 
手 に ファ スナ ー を 上 げ る 手順 で 紹介 し て いる が 、 ゆ と り の ある デザ イン の 場合 、 身 体 が 宣 い 人 
は 前 後 を 遂に 容 い た お あと 、 フ ァ ス ナー を 上 げ て か ら 回 す と いっ た や り 方 で 着る こと も ある 。 


還 1. 青 中 側 か ら ーー 中 2. 肩 を 通す 6 
足 を 入れ る . マ / 


ドロ ワー ズ を を 傘 い た 状 
明 か ら 開始 。 ブ ラウ ス 
の 裾 も 普通 の スカ ー ト 
同様 に ウエ スト の 下 へ 
醒 差し 込む 


最近 人 気 が 出 て き 
た 宙 付 き ジ ャ ン 
バー スカ ー ト の 場 
合 、 ブ ラウ ス の 袖 
に 手 を 入れ る 手順 
(P.30) を 参考 に 


4 / 1 肩 か ら の 関節 が 硬い と 
忠 3. フ ァ ス ナー を / 筐 し い が 、 人 体 の 指 造 
途中 まで 上 げ る / | 上 、 肩 甲骨 より 少し 上 
あたり まで 上 げ られ る 
また 、 挟み 込ま な いよ 
うに 髪の毛 を 前 に 導 が 
すこ と に も 中 
上 入 の 通り 、 手 を 回 
る な ら 後 ろ 手 に ファ ス 
ナー を 上 げ る 。 反対 の 
手 は 箇 め の 全 を 押さ える 


スラ イダ ー を 持つ 手 は 、 手の甲 が 
外 を 向い て いた り 、 人 差し 指 の 第 
二 関 巡 と 親指 で スラ イダ ー を 軽く 
所 っ て いた り と 人 それ ぞ れ で ある 


| 


背中 を 覆っ て いる の に 肩 の あたり が 開い て い 
て 、 そ の わり に ファ スナ ー が な く 、 上 か ら 着 る の 
か 下 か ら 容 く の か わか ら な いも の が ある 。 そ の 場 
合 、 後 ろ 身 頃 の 半分 以上 に 縦 シワ が 入っ て いな い 
だ ろう か 。 そう いっ た も の は シャ ー リ ング と いっ 
て 、 ゴ ム が 入っ て いる ウエ スト と 同じ で か な り 伸 
びる の だ 。 上 か ら で も 下 か ら で も 着る こと が で き 
る 。 や や こし い が 、 覚 えて お いて 損 は な い だ ろ う 。 


肩 甲 稿 の 上 あたり まで ス 
ライ ダー を 上 げき っ て 締 
め る 。 こ の 段階 で の スラ 
イド 旦 は 、 頸 を 出す た め 
だ け の ファ スナ ー の 長 さ 
と ほとん ど 同 じ 


も う 片 方 の 手 で 背 の 
頁 ん 中 あたり を 押さ 
える 。 服 が 伸び て 作 
ので 、 一 番 下 か ら 
引っ 張る の は NG 


し 


還 5. パニ エ を 窒 く 


こち ら も 最後 に ベル 
ト や コル セッ ト な ど 
で 級 る 場合 が ある 


ょ ハイ ウエ スト スカ ー ト の 


Le n05 


ジャ ン バ パー スカート の 描き 方 ポイ ント 


前 頁 で ジャ ン バ パー スカ ー ト の 王 き 方 を 解き 改め で 描き 方 ポイ シト を 解説 \ き た い 。 ジャ シン バー 
スカ ー ド は 肩 で 証 腹部 また は 胸部 まで 種 づ 前 掛け 部 分 が ある ] ご ど が 最大 の 特徴 た 


トッ プス 胸 側 の 


貴 首 まで 覆う タイ プ 貴 移 開き 
学生 服 に よ 胸 を 強調 する 、 
く 見 られ る タ 攻撃 力 の 高い タ 
イブ 。 守備 力 イブ 。 バ スト サ 
が 高く 、 デ ザ イズ と ブラ ウス 
イン に よっ て の デザ イン で ス 
魅力 も 伸び る テー タス 値 が 変 了 
傾向 に ある 。 動 し や すい 。 
Se is 
この ら つ は "フェ イク レ 
イヤ ー ド の も の も あり 、 
例え ば 左 は 嫌 と 補 が 一 体 
だ と ワン ピー ス 、 右 は 狗 
の 部 分 が 切り 替え で 交 ま 
で 軒 う ジャ ン パー スカ ー 
ト だ っ た りす る 。 よく 観 
宗 さ れ た し 
wmemurw- 
で RxakScf5n 
咽 サロ ペッ ト タ イ プ バッ クル 自体 に ハー ド な 還 ボタ ン 留 め に Ao 


印象 が ある の で 、 抽 全 性 

が 高く な る 。 こ れ は 「 硬 
[ 真 を 殺す 限 」 に 使わ れ や 
すい 部 品 か そう で な いか 
に よる 違い な の で 、 一 概 
に は いえ な い 


デニ ム 地 や シン ブル な デザ イン これ も 特に 殺傷 力 が 高 そ うに 見 えな い が 、 実 は 鶴 
の も の に 多い 。 も ちろ ん バッ クル が スカ ー ト 部 分 と 一 体 化し て いた り 、 た だ の 飾り ボ 
が な いも の は 守備 力 が 高め 。 タン だ っ た り と 非常 に や や こし い 。 背 中 に ファ スナ ー 


が あれ ば フェ イク の 可能 性 が 高い の で 注意 し よう 。 
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局 トッ プス 背中 側 の 形状 一 覧 oz 


加 バ ッ ク ジ ッ プ 
ファ スナ ー に カジ ュ ア ル な 
印象 が ある の で 、 基 本 的 に 敏 


搾 性 が 高く 殺傷 力 が 低い 。 
グ / 
グ 
1 


% 


ウエ スト を 割っ て いる の が 下 か ら 
容 く タイ ブ 、 肩 甲骨 あたり まで し 
か 義 か な い の は 上 か ら 着 る タイ ブ 


ジャ ン パ ー ス カー ト に 含ま な いも の 


サス ペン ダー 付き スカ ー ト 
「 腹 部 また は 胸部 
を 和 履 う 前 掛け 」 に 相 
当 す る 布 が 存在 し な 
い 。 そ も そ も サ スペ 
ンダ ー+ ス カー ト な 
の で 、 ま っ た く の 別 
物 と いう わけ だ 。 ち 
な み に サ スペ ンダー 
と な る 帯 が スカ ー ト 
一 体型 の も の も ある 。 


軸 編 み 上 げ 
宮 備 力 が 高く 敏 
提 性 が 低い タイ プ 。 
背 を 租 う 布 に シワ 
が 入っ て いる の は 
シャ ー リ ング と いう 
加工 で 、 中 に 平 ゴム 
が 内 惹 され て いる 。 


中 バッ ク ク ロ ス 

サス ペン ダー 付き ス 
カー ト で も ある 、 オ ー 
プン バッ クタ イブ の 1 
つ 。 同じ オー ブン バッ 
ク に ホル ター ネッ ク や 
スト レー ト な も の が あ 
り 、 脱 蒼 が 容易 。 


ウエ スト の 痛 中 () に ファ 
スナ ー が な く 、 シ ャ ー リ ング 
加工 も な いと いう こと は 、 左 
側 に ファ スナ ー が 付い て いる 


一 見 首 ま で 覆う 
バッ クジ ッ プ の も 
の に 見 える が 、 実は 
ジャ ン バ パース カー 
ト で は な い 。 補 が 一 
体型 & 脇 が 詰まっ 
て いる (ニブ ラウ ス 
を 通す だ け の 奈 裕 
が な い 。 こ こ が 重 
要 ) 点 が 区 別 す る ポ 
イン ト 。 
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補 な し ワン ピー ス 1 


2 


NSF で に 


(ケー ば へ) 玉 ら TS 半 合い 当 


で きら 呈 っ 捕 


較 ジ ヤ ン バー スカ ー ト の 給 き 方 


に ピュッ ン / 
ワン ピー ス と あま り 変 わら な い が 、 ブ ラウ ス が 分 本 し て いる 点 が 決定 的 に 違う 。 袖 の 動 ま が (摩擦 抵抗 程度 の 影響 は あ 
る が ) ほとん ど ジ ャ ン バ パー スカ ー ト に 影 紀 を 与え な い の で 、 そ れ 以 外 で 動き の ある ポー ジン グ を ビッ クア ッ プ し て みた 。 


皿 伸び を する 四 膝 を 抱え て 座る 
府 に パー エ が 持ち 上 
し N げ ら れ 、 さらに ヒッ 
ワン ピー ス の ば ん ざ { NM 、 プ の 自生 で 中 が 圧 握 
い 程 室 で は な く 、 前 NG 1 され た 状 馬 。 普通 
中 が 串 び る 程度 に 腕 NN | ドロ ワー ズ も 重力 で 
を 伸ばし た 拓馬 ) 六 一 、 落ち て し まう が 、 了 


の 本 さ に も よる 


肩 が 首 に 寄っ た 分 
だ け 引 っ 張ら れ て 
ウエ スト が 上 が り 、 
中 の バニ エ に 沿う 
よう に スカ ー ト が 
ほん の 少し し ほ む 


下 椅 子 に 座る 


完全 に 脱力 し て お ら ず 、 脱 で 支 
えて いる 状態 。 座 面 に 浅く 厩 持 
け 、 莉 が 麟 め に な っ て いる の で 9 


有 分 に シワ が 寄っ て いな い Ow 


オー プン バッ ク な ジャ ン バ パー スカート を 窒 く 


着脱 が 容易 と は いい つつ 、 実 際 に 着る 手順 を 知ら な けれ ば 穫 点 を 知ら ず に 難 英 に 挑む お よう な も の 。P.64、P66 
で は ば 商 難 度 の 六 家 ジー ジ を 解説 じ た の で 本 項 で は 低 難 度 の も の を 取り げ で み だ 


選 オー プン バス トバ ッ ク ク ロス は 最 弱 


いき な り ぶ っ ちゃ け て し まっ た が 、 こ れ 以 上 な く 脱 ぎ 着 の 手順 が 朋 り や すい も の は な い 。 フ ロン ト に ボタ ン は な く 、 
背中 に ファ スナ ー も な い 。 ある の は 編み 上 げ の リポ ン だ け と くれ ば 、 痛 中 側 か ら 普通 の スカ ー ト と 同じ よう に 容 く だ け だ 。 
1. 足 を 入れ る 四 2. 肩 刷り 帯 を 肩 に か ける 


い 
NNSI 


ドロ ワー ズ を 符 い た |) 袖 付き ジャ ン パー ス 


カー ト の 場合 、 訪 の 
Po 基 / を 抽 昌 する よう 
掴ん で 引き 上 げ る の 1 
EN N ! バス ト に 前 掛け 部 ) い の で 、 央 前提 
は だ らん と し て いる リ 1 3 分 の 布 が 到達 する グ / ? い ] 部分 が 来 た ら 栓 に 
M 前 に 片方 の 肩 を 通 ググ / | 記 を 通せ ば よい 
ト し て し まい 、 も う 片 7/ 還 1 | 
方 も 腕 を 下ろ し た  / 7 / し WNW 


丘 み 上 げ の リポ ン 
を 納め る 。 シ ャ ー 
リン グ 加 工 が な ぐさ 
れ た も の は ほど け 
な いよ うに だ け 結 
び 、 あ まり きつ く 
/ 、 め 必要 は な い 


ハイ ウエ スト スカ ー ト の 
傘 き 方 は P.48 へ 
1| チュ ー ル スカ ー ト の 
催 き 方 は P.53 へ 
二 と 上 か ら 被 る ワン ピー ス の 


NN 着 方 は P.64 へ 


素材 集 の 活用 


画 時 間 短縮 、 ク オリ ティ アッ プ の た め に 


P.6 で も 素材 の 使い 方 を 解説 し た 通り 、 素 材 集 を 活 
用 する と いう の は 決し て 悪い こと で は な い 。 お し ろ 装 
丁 デ ザイ ン や 漫画 に お ける トー ン の 使用 は 当たり 前 の 
こと 。 あ る 程度 描く 力 を 身 に 付け 、「 よ り 凝 っ た も の を 、 
人 と は 違う も の を 」 と 目指 し 始め た と き 、 初 め て 自分 
で 素材 作り に 挑戦 する の が いい 。 

素材 の 使い 方 に 関し て は 、 柄 の 浴 り つぶ し や ワン ポ 
イン ト の 装飾 な ど 、 ア イデ ィ ア 次 第 で いく ら で も 幅 を 
広げ る こと が で きる 。 特 に 「 和 童貞 を 殺す 服 」 ジャ ン ル 
の 上 は 柄物 の 生地 や 凝っ た アイ テム が 多い の で 、 積 極 
的 に 使っ て 時 間 短 縮 ・ ク オリ ティ アッ プ に つなげ て も 
らい た い 。 た だ し 、 配布 物 に 関し て は 利用 規約 が 設定 
され た も の が ほとん ど だ 。「 無 償 や 二 次 代 作 で の 利用 は 
可 で あっ て も 商用 は NG」 な ど 、 素 材 ご と に 使え る 範 
囲 が 決ま っ て いる の で 、 き ちん と 用 法 は 守っ て 創作 を 
楽し も う 。 も っ と 「 童 貞 を 殺す 服 ] を 落 た キャ ラク ター 
が 増え る こと を 願う ば か り だ 。 
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第 久間 


書 貞 を 殺す 起 状 の 数 々 


馴 か ら つ ま 先 ま で 、- 彼女 た ちの セル フ プ ロ デ ュ ー ス は 徹 克 し で いる 。- 可 愛 い も の を た だ 間 然 と 所 持 する わけ で は 
な ぐ 、 服 と アイ テ パ を 組み 合わ ぜ だ ドー タル コー ディ ネー 下 を 常に 意識 じ で いる の だ 


追加 ダメ ー ジ を 与え る へ アア クセ 


加 リ ボン 貴 カチ ュー シャ 加 ブ ロー チ 

量 強 の サブ 装備 。 守 備 力 の ほか 艇 力 、 プラ スチ ッ ク ま た は 金属 製 の ヘア バ 洋服 や バッ グ に 付け る アク セ サ リー 
知力 、 敏 皇 性 まで 上 げ て し まう 。 ズ レ ンド 。 魅 力 が 高く な りや すい 。 リ ポン を 、 バ レッ タ や U り ピン な どの 棚 留 め に 
防止 に へ アゴ ム を 併用 する こと も 。 や 造花 な ど を 装飾 する 場合 も ある 。 付け て 加工 し た も の 。 種類 が 國 。 


中 シュ シュ 
チュ ー ブ 状 に 縫っ た 
布 に ゴム を 通し た アク 


る ほか 、 り ボン で 固 


セ サ リー。 胡 を 結ぶ ほ 定 す る こと も ある 。 

か 、 胸 に 飾る こと も あ 航 提 性 は 着 し く 下 が 

る 。 角 兵 性 が 高く な る 。 り 、 避 力 や 条 信 力 を 

有 上 げす る 。 
局 各 ス テー タス を 向上 させ る ソック 
呈 ソ ックス プ 。 ) 還 ク ルー ソック ス 芋 タ イツ トー スバ 
ぶ く ら は ぎの 下 あ  / /, / 船員 が 愛用 し / 
た り ま で を 覆う 老 て いた こと に 申 
下 。 ロー クル ー と も 来 。 これ と ハイ 
呼ば れる 。 ふく ら は ソック ス あ た り 
ぎ を スリ ム に 見 せる を ミディ 丈 の ス 
の あ る 。 カー ト と 合わ せ 
| こと が 多い 。 
グ る こと が 多い 。 
忠 ハ イソ ックス ) 監 オ ー バ ) プ 
場合 に よっ / ミニ と よく 組 入 ん 

て は 点 く ら は / み 合 わ さ れ る こと / / グ 
ぎ が 太く 見 え が 多い か 吉 手 ( 《/ ャ ンー 「 N 
る の で 、 ス カー ツ / は 低め 。 バ ンク い \/ ン 2 
ト 丈 と の 相 譜 ! ファ ッ シ ョ ン に も / / _ 最強 の 守備 か つ デ ザイ ン 次 
を 要する 。 


よく 用 いら れる 。 


9 ググ 2 


7 


い A 第 で 有 力 、 知力 いずれ か を ガ 
し ン 上 げ 。 ス トッ キン グ 派 ニー 
0 ハイ 派 と 戦争 状態 に ある 。 


き に 華 を 添え る バッ グ 類 


量 ポ シェ ッ ト に 、 還 トー トバ ッ グ 
フラ ンス 語 で 小さ ) ハン ド バ ッ 


な ポケ ッ ト の 意味 。 M グ の 一種 。 機 


小物 用 の 輸 で 、 手 街 能 性 が 高く 多 
物 を で きる だ け 少 な 
くし た い 場合 に 重宝 
され る 。 女性 の 服 は 


用 途 で 、 凝っ 
た デザ イン の 
も の も 多い 。 

ポケ ッ ト が 少な いこ 

と も あり 、 大 抵 暫 を 

携行 し て いる 。 


NIS に 症 


(ケー は) 畑 ら CS 半 馬 必 


貴 ミニ リュ ッ ク 還 ショ ル ダ ー バ ッ グ 
艇 力 を 高め る 。 ポシェ ッ ト も そう だ 手 に 持つ 小型 の 還 朋 を 指す 。 ポシェ ッ ト よ り 借 量 が 大 きく 肩 組 きす 
が 手 梨 物 は 少な い ほ う が ト ー タ ル で ケリー バッ グ の よう な 形状 や ス も 贅 夫 。「 バ イスラ]」 で 話題 に な り 、 
可愛 い 、 と 考え る 女性 が 多い よう だ 。 クー ル バ ッ グ な ど が 一 和 的 。 使い 方 に 気 を 付け る 女性 が 増え た 。 上 
ニコ どっ コ か 朋 
占 款 下 の ステ ー タ ス 上 昇 値 を 高め る シュ ー ス 類 『 
晶 ロリ ー タ バン プス 中 サ ンダ ル 中 ロン グ ブ ー ツ 
つま 先 が 丸 み を これ まで は 大 
び 、 | OK \ 抵 素 足 で 使用 さ 
トラ ッ プ な ど で 装 N れ て きた が 、 最近 
前 され た 厚い ヒー | 6 は 短い 丈 の ソ ッ 
ル の バン プス 。 最 クス と 組み 合わ 
PO 人 | せる Ma も ある 。 


{ 

き 

人 提 性 が 高 ! \ 学生 服 に 組み き 

eee 陽 0 を 

3 NN 9 「 章 貞 を 殺す 服 ] 的 に 委 

に よっ て は 語 | IN と が 多く 、 守備 押 性 が 低下 する が 、 秋 き 

力 また は 知 カ | // カ に 加え 区 カ ・ 力 が 高く な りや すい る 

が 高く な る 。 ゝ ン 知力 も 向上 する 。 これ を 脱が せる 状況 は 
ポー イッ シュ 定番 中 の 定番 。 


相当 特 丈 だ ろう 。 


に 
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童貞 を オー バー キル する ポー ス ・ ツ チュ エー ショ ン 集 


男性 は 女性 の どん な 仕草 や 表情 に ドキ ッ と する の か 。 た と え そ れ が 細 や 空 想 の 産物 で あっ て も いい 、 こ ん な 女性 
や ツチ コ エ ー シ ョ ン に 憎 れ る "と ゆう 希望 の 一 部 


SITUATION 
ロー テー ブル を 前 に 、 女 の 子 座り で お 茶 を す 
する 投 女 を 眺め 、 僕 も 手 に し た ソー サー か ら カッ 
プ を 持ち 上 げ る 。「 ど う ? 私 が 滝 れ た 紅茶 は 」 

> と 目 が 語っ て いた 。 答え は 知っ て いる くせ に 。 < 
ES 5 


ご 


SITUATION 


背伸び し た い お 年 頃 の 彼女 は 、 少 
し お 高い 喫茶 店 で 休憩 を 所 望 す る 。 


疲れ て いた の か 、 注 文 を 済ま せる な 
り 肘掛 に 体 を 預け て 召 入 っ て し まっ 
た , どう か 僕 以外 の 誰か に 、 そ ん な 

* 無防備 な 姿 は さら さ な い で お くれ よ 。 記 
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肌 也 まき ジ ャ ン パー スカ ー ト 
フリ ルプ ラウス 

リボ ンプ ローチ 

タイ ッ 

ロリ ー タ バン プス 


SITUATION 


どこ を どう 問 四 えば こん な 体勢 に な る の か わ , 
か ら な い が 、 僕 は 不覚 に も 彼女 を 押し 倒し て し 
まっ た 。 幸い カー ペッ ト だ っ た か ら 和 怪我 を せ ず 

了 に すん だ も の の 、 そ の 表情 は 一 体 何 な ん だ ?. 


@ 


SITUATION 


幼い 頃 、 お 姫 様 に 蛋 れ て いた 彼女 に 、 
冗談 交じり に お 姫 様 抱っこ を 要求 され 
る 。 軽々 と 持ち 上 げ て みる と 、 イ チ ゴ 
の よう に 顔 を 赤く 和 染め る 。 きっ と 教会 
し で も 同じ 表情 を する の だ ろう 。 
ss 


(|ーIC) 更 地 洒 (ー は >) 尊 と IO 呈 最 居 Ns7) 0 計 褒章 


か 
で 
名 
3 
ほ 
和 
上 
四 
間 
す 
か 


押 氏 宅 で の お 共 会 


キル ずる ポー ズ ・ シ チュ エー ショ ン 集 


SITUATION 


雲の上 の 存在 で ある 家柄 の 彼女 

と 、 昼 下がり の お 茶会 。 僕 の 話 を 楽 

し そう に 関 いて くれ る 人 徳 女 は 、 僕 の 
人 生 に 現れ た 女神 だ 。「 今 度 、 父 が お 

y 話し し た いそ う で すわ 」 一 えっ ? 


4 真 科 の ウィ ンド ウ 
ショ ッ ピ ング 


ダブ ルポ タン ケ ー ブ コ ー ト 


Go 
SITUATION 】 


カラ フル な イル : ョ ン に 彩 ら 

れ た 街中 で 、 彼 女 は “あの 日 " の 話 ば 

か りす る 。 今 ま で た だ た だ 冷め きっ た 

心境 で 過ごし て きた 僕 に と っ て 、 今 年 
は 初め て 浮か れ な が ら 骨 ご せ そう だ 。 


3 待ち 合わ せ 


ハイ ウエ スト ・ セ ー ラ ー ワ ン ピ ー ス 
へ アリ ボン 

タイ ツ 

スト ラッ プ パ バン プス 


SITUATION 


少し 軍 れ て 到着 する と 、 彼 女 は 時 計 を 

累 に し な が ら そこ に 立っ て いた 。 待た せ 

た 申し 訳 な さ を 感じ る 以上 に 、 遠 目 に 見 

る 彼女 の 姿 に 見 他 れ て し まう 。 何 と 言っ 

トル て 半 ろ うか 、 そ う 考 える こと さえ 楽し い 。 


罰 童貞 を 殺す 構え 


フリ ルフ ラウ ス 
ジャ ン パ バー スカ ー ト 
タイ ツ 

バッ プス 


SITUATION 


つよ い 。 
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